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伸縮のない製図材料と地図・第2原図複製

基本図を化材料

●ミクロトレースP・PW(白マット）。．・・・・航空写真図化用（鉛繁専用）ポリエステル

トﾚｰｼﾝダﾌｨﾙﾑ

●A・Kケント紙・・・・・・・・・・・・・・・・航空写真図化用アルミ箔サンドケント紙

●ダイヤマット・・・・・・・・・・・・・・・・郷伸縮ポリエステルトレーシングフィルム

基本図第2原図

●ミクロコピー。最も多く使用されているポリエステルフィルムの第2原|別(セピア・ブルー）

●ミクロポジ・・・・。。・・・・ブルー・セピア黒色画像のポリエステルフィルム第2原図

基本図編纂

c百諭基本圃をﾄﾚーｽを行なわず写真減緯て接合し林班ごとに繍藻｡又憾ntm･m;U5
1

に縮尺・図割を替え編纂

○その他図面複製及び製図材料に関することは何なりとご相談下さい。

本社・東京都新宿区新宿2－13（不二川ビル）

商A『農し(354)0361(代)ｴ場.…ゞきちと面識沌繍雷雪雪町2-‘(職…
株式

会社
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興林靴と與林革軍手
ご注文の節は種類とサイズ（文数）をはっきりお書き

下さい。尚ご注文品にキズが有ったり足に合わなかっ
た場合はお取替致します

山で働く人の足と手の災害防止にノ

形もよく丈夫で価格も安い

革は上質ボックス
底は特種合成ゴム底

甸司脚軋
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No.1短靴

通勤、作業兼用

No.2編上靴

登山、山林踏査に好適

No.3半長靴

オートバイ用に好適
革軍手

価格表

典材靴

No.1¥2,200

No．2¥2,400

N0．3¥2,900

N0．4¥2,900

N0．5¥2.900

典材率軍手￥200

（送料込み）No.4長緩上靴(絹上スパッツ）

山林踏査、オートバイ用
No.5脚絆付縞上靴(編上バンド付）
山林踏査、オーI､パイ用 底の構造日本林業技術協会
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桧使用電源100V50 型沃牽華木

寸法・重畳

・60サ・イクル、

型キャビネット、スピーカー共一体のワンケース魂、寸法・重量
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森 林保険

林業技術

I

ル
ー

安江宗七
〔林野庁・森林保険課長〕

わが国で森林保険についてはじめて論ぜられたのは，大正5年松江市で開かれた大日本山林

会の総会の席上で，静岡県の一林業家がその必要性を強調されたにはじまるといわれている。

その後大正10年になって民間保険会社が新種保険として森林火災保険をはじめ，それよりは

るかに遅れ昭和12年10月に国営保険が出発したのである。そんなことから本年でちょうど30

周年を迎えたことになり，現在契約地は人工造林地180万ha余（人工造林地面積の約30%)

におよんでいる。

30年の歴史の間には幾多の変遷もあったが，なんといっても昭和36年の改正を掲げなけれ

,ばならない。すなわち発足以来森林火災保険として保険事故は火災にかぎってきたのであるが，

林業政策の推進を図るに当たり，特に林種転換や未立木地の造林を積極的に推進するためには，

ある程度の自然災害の危険を覚悟し，この損害に対応しなければならないという必要性から保

険事故に気象災を加えたことである。保険事故に気象災をもつことは外国にもその例がない画

期的な改革であったといえるし，また森林国営保険がより一層林業政策遂行の一施策として大

きく位置づけられたといえる。われわれはここに森林国営保険が30周年を迎えるに当たって

.よくその現況を認識し，特に気象災を事故に加え林業政策により密着した保険としてその任務

を十分に果し得ているかどうかを謙虚に反省し，その足らざるを補い常に前進をはからねばな

らないと考える時あたかも一般世論は，森林国営保険のように鰹かに人工造林地の30％を契

約地としている現状では，その任務を果たしていないし，また今後も果たし得ないであろうと

し，根本的な制度の改編を要請する声が高まってきている。林野庁が昨年来森林保険制度臨時

調査会において制度の根本的な検討を行なっているのも以上の理由に基づくものである。

調査会はその後森林国営保険の現状の分析と問題点の解明から着手され今後の方向づけを見

出すべく審議が進められている。これらを通じて感じたことは，国が手をさしのべて災害損失
●●

のてん補を行なっているものにはいろいろのものがあり，腱林省所管のものの象でも挫業共済，

漁業共済，漁船保険等その事例が多く学ぶべき点も多い。これらを通じて感じたことは，白紙

の上に今後のあり方を描くのと違い，30年の森林保険の歴史と実態の上にたって考えねぱな

-----1---
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らないということと，もう一つは林業のもつ特異性をどう認識しどのように関連づけるかであ

る。林業のもつ特異性とひと口にいってもその意味するものは，緋造的なもの，経済的なもの

等非常に多いが,、ここでは特に林業技術的な視点からの特異性にふれてみたいと思う。過去に

おける森林保険の歴史は先に述べたようにその大部分は火災事故であったので，林業技術の部

門からはあまり関係のない分野として押しやられてきた嫌いがあるように思える。しかしなが

ら気象災を対象とするに及んで林業技術分野が大きく位置づけられねばならなくなってきた。

また今後森林保険の対象として検討しなければならない病獣虫害等にまで考えを広めるときに

一層その感を深めるものである。

調査会においても今後林業政策を遂行するために将来最小限どのような森林をどの程度この，

制度の対象に加える必要があるかを経験的にかつ科学的に目標を設定する要があることを論議

されている。
●

森林の災害はきわめてその種類が多い。さらに生育期間の長期性はり災の頻度を高くし，ま

た林齢によってその災害の種類も損失の実態も違う。このような災害ば林業技術的に防除が可

能なものも少なくない。四手井教授は「忘れぬほどしばしば度重なってくるものは，災害とい

えない」といわれているが，このへん腱先に述べた経験的の承でなく科学的に森林災害を眺め

て，制度の目標を決定する必要があるとされるゆえんがあると思われる。森林保険制度は予防
●O

的措置をこうじても，なお発生した損失に対しててん補するものと考えなければならない。

かくして森林保険と森林の災害防除の施策は森林災害の対策として車の両輪となって前進し・

なければならないものであることがあらためて認識される。そこで森林災害の防除のための技

術は森林計画の時点から始まり長期の生産期間にわたり体系づけられなくてはならないところ，

に農業や漁業と著しく違ったその困難性と特異性があるといえる。

現在年を発生する森林の災害は人工造林地の熟においても気象災83,534ha,火災15,832ha

(天然林を含む)となっている。病獣虫害はこれの4倍に達する。このような現況をゑるとき，
●●

災害防除の技術の確立と，それらの損失の合理的な補てんの制度の確立は当面の大きな課題と

いえよう。

疋卓匂
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林業白書の背景
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村本正昭

〔林野庁，調査課〕

はじめに

去る4月7日に第3回目の林業白書が公表され

た。白書の内容や評価については，すでに多くの

新聞や刊行物が報道しているので，ここでは詳し

く述べることを避け，白書を主と.して担当したも

ののひとりとして，その作成に当たっての問題点

･や主な視点などについて，以下，私なりの理解を

通して述べて承よう。

白書作成上の困難

白書を作成するに当たって，私どもはかなり多

･くの困難に逢着せざるをえなかった。それら作成

上の問題のうち,主な2，3の点について述べるこ

ととする。

まず第1に，林業統計資料の不附であるび

林業統計は遂年整備されつつあるとはいえ，従

来の林業政策の目的が，国土の保全や森林資源の

維持培養を指向していたこともあって，「林業基

本法」に示された新たな林業政策を推進するため

の基礎資料としては，きわめて不十分な現状にあ

る。農業において，「畿業基本法」の制定を契機

に，農業統計が政策の転換に即応して「物から人

へ｣，すなわち，農民，農業経営などの統計整備

を速やかになし遂げたことと比較すると大きな開

きがある。このことは，現在の林業統計調査機術

〃こも一半の原因があり，農林省統計調査部の数あ

る機構のうちで，林業関係はわずか1班3係に過

ぎない。現在，林業統計で不足しているものは，

林業の生産，需給，経営，労働等の各分野におい

てかなりの数に昇り，そのうちでも，‘きわめて基

本的かつ重要な統計で不備なものをあげると，木

材の流通統計，林業経営および林業労働の統計で

あり，また,地域地帯別の統計である。このため，

林業と他産業との較差をゑる比較生産性の計測を

はじめとして，木材の流通や価格の変動，林業経

営の実態や林業労働の変化等の分析が十分に行な

えなかった。また，その検討の過程で，暗中模索

のうちに推論を下そうとしても，客観的資料の裏

付けが不備なために，結論づけることを断念せざ

るをえなかったことも少なくなかった。

第2に，林業における特殊性の存在である。

「林業基本法」は，林業を国民経済のなかにおけ

る一つの産業として確立しようとしており，白書

においても，「林業は，国民経済の諸要請にこた

え，木材その他の林産物を安定的に供給するとい

う経済的使命を有している」として，産業として

の林業の立場から林業の動向をとらえようとして

いるのであるが，林業の対象とする森林は，林産

物を生産する機能のほかに，国土の保全や国民の

保健休養などの公益的機能を保有しており，林業

には他産業にはゑられない特殊性が存在してい

る。また，この森林の造成にはきわめて長期を要

することやその造成の過程では自然の生産力が支

配的であることなどによって，林業，とくに森林

経営では土地所有が経済的に優越し，投資も資産

的投資の性格が強い。さらに，林業においては，

天然林の伐採に終始する採取的なものから，人工

林中心の育成的なものまで多様であり，その生産

過程においても，育苗，造林，伐出と全く生産構

造を異にした部門が存在している。このような林

業生産樵造の特質が，林業の生産性の計測や所得

分析，とくに他産業との比較を困難にしている。

つぎに，林業経営体についてみると，国，地方

公共団体，会社，社寺，個人等ときわめて多様で

あり，また，その保有山林の規模は零細なものか

ら大規模のものまで多岐にわたっており,さらに，

山林を保有していても，経営とはいい難い資産保

持的性格を有しているものが大半を占めている。

このような林業経営構造の特質が，その生産活動

のなかに，経済的観点からは律しえない森林所有

者の性向の存在をゆるしてい，る。、

以上のように,､林業の生産基盤である森林のみ
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せられたものといえよう。

林業生産の停滞

最近におけるわが国の林業が直面している最も

大きな問題は林業生産の停滞であるということは

前述のとおりであるが，これを素材生産の停滞と

造林の減少の2つに分けてゑて象よう。

まず，素材生産の停滞傾向で問題となるのは木

材需要の動向である。白書は「木材の需要は，そ

の枇造変化をともないつつも，すう勢的には拡大

基調にある」と述べている。すなわち，問題は，

需要がすう勢的に伸びているにもかかわらず，生

産が停滞していることである。このため，外材の．

輸入が増大し，外材がわが国の木材需給に大きな

役割を果たすようになってきている。この素材生

産の停滞は，主として民有林の問題であるが，こ

のことは林業所得の伸び悩みとなって，国民経済

における林業の相対的地位を低下させている。

このような民有林の素材生産の停滞原因とし

て，白書は「労働力の不足，労賃の上昇，伐採対

象林地の奥地化等があげられるが，さらに，林道

の未整備，資本装備の近代化のおくれ，山林保有

規模の零細性，企業意識の低さ等が基本的に影響

しているといえよう」と述べている。このほか，

停滞原因として，森林資源の制約や木材市況の低

迷などが考えられ，白書の審議過程でもしばしば

論議がなされたところである。まず，資源的制

約，すなわち生産しうる資源が限界にきているか．

どうかについて象ると，マツなど一部の樹種につ

いては，白書も指摘しているとおり資源の減少が．

生産に影響している面も承うけられるが，全体と

して資源が伐採限度にきているとは考えられない

し，またそれを裏付ける資料もない。つぎに，木

材市況の低迷，すなわち木材価絡と生産との相関

関係であるが，これについては，従来より木材供

給の価絡弾力性が比較的低いといわれており，白

書でもこの点についてはふれていないが，40年後

半かぢの木材価格の上昇傾向が素材生産に与えて．

いる影響について,さらに検討する必要があろう｡

なお，ここで外材の影響について一言ふれる‘

と，外材は周知のように，36年の木材価格の高鵬

を契機として年を増加の一途をたどり，特殊材は

おろか建築材，パルプ材等一般用材にまで進出

ならず，その生産および経営構造には，他産業に

は象られない特殊性が存在し，このことが，林業

統計の不備と相俟って，一層その分析を困難にし

ているのである。

第3には，白書は政府が国会に提出する公文書

であるということである。

いうまでもなく，白書は「林業基本法」の規定

に基づいて，政府が毎年国会に提出するものであ

り，同法の精神に則って，林業を産業として確立

し発展させる立場から，林業の動向を把握し，し

かも，公表された統計資料によって，できるだけ
客観的にその分析を行なわれなければならない。

したがって，白書の分析には自ら一定の方向と限

度があり，一方的見解や客観性に欠ける資料によ

る推論は避けねばならないという制約が存在す

る。

以上が白書を作成するに当たって感じた困難な

問題であるが，白書の任務を完うする上にも，早

急に林業統計を整備拡充するとともに，林業の特

銅生をふまえての分析の方法論を確立する必要が

あろう。

白書の分析視点

白書は，最近における林業の動向を明らかにし

たものであると同時に，次年度に識じようとする

施策の基礎盗料となるものである。したがって，

白書の作成に当たっては，林業に関する重要施策

が打ち出しうるような分析の視点が，まず設定さ

れる必要がある。

さて，昨年度の白替についてみると，外材輸入

の急増が相当問題視されたこともあって，木材需

給の動向，とくに外材についての分析に重点が置

かれていた。今回の白書は，その概説の冒頭にも

述べているように，木材需要が拡大基調にあるに

もかかわらず国産材の供給が停滞し，また資源造

成のための造林が減少しているということを受け

て，林業生産の停滞に主な視点をおき，生産およ

び経営の両面からその実態と要因について分析が

なされている。むろん，前述のような統計資料の

制約等もあって，十分な分析を行なうことができ

たとは思っていないが，大方の報道が，これを憂

慮すべき林業の実態として受けとめていることか

らみて，不十分ながらも，所期の目的は半ばは達

一
』

《
）
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し，木材需給の安定に寄与してきたところであ

る。一方そのために，国産材との競合関係を一部

に惹起し，外材インパクト論なるものが提唱され

るようになった。しかし，40年秋以降景気の回復

と建築需要の活発化に伴って，外材輸入が増加し

ているにもかかわらず，高級材を中心として，外

材と競合関係にあると考えられるスギ等の一般材

の価格も上昇していることなどから，今後当分の

間は，外材はわが国木材需給の安定に欠くべから

ざるものとして評価する方が妥当かと思われる。

白書でば，この点なお問題があるとして，積極的

な評111iを避け-て客観的な分析に止めている。

つぎに，造林の減少で問題となるのは拡大造林

の減少である。拡大造林は将来の木材需要に対応

し，国産材の自給率をたかめるために生産性の高

い資源を造成することにあるが，その減少は，将

来の林業の発展に措影を投げかけるものといえよ

う。すなわち，わが国の林業は，人工林中心に進

められるべきであるが，その人工林は現在全森林

面積の31影に過ぎず，昨年樹立された「森林資源

に関する基本計画」では，将来これを56影に増大

させなければ所期の自給率を達成することはでき

ないとしている。それにもかかわらず，森林面積

の大半を占める天然林の林種転換，すなわち拡大

造林が減少傾向を示し，とくにその過半を占める

私有林において著しいことは大きな問題である。

このことは，個別経営の分析からもみられ，いず

れの規模階層でも最近は年を拡大造林が減少の傾

向を示している。しかし，拡大造林の動向では上

記のような暗い面ばかりではない。森林開発公

団，造林公社による拡大造林が近年急速に伸びて

きており，私営造林の不足を徐為に補完しつつあ

る。このことは，私営造林の行き詰りを打開する

方向を示唆するものとして，白書もその動向を高

く評価している。

このような拡大造林の減少の原因について，白

書は「薪炭需要の急減に伴う低質広葉樹の伐採量

の減少，林業労働力の流出，労賃の上昇，造林対

象地の奥地化，将来の林業に対する不安等があげ

られる」と述べている。この原因も伐採の場合と

同様に，一般的に考えられるものがあげられてい

るのであって，このほかに，林種転換を要する天

然林の伐採動向，木材価格の動向，林道等生瑳基

盤や森林所有者の問題などが考えられるが，拡大

造林のほとんどは伐採を前提としており，これら

の理由は伐採においてより直接的であるため，白

書では造林を進めて行く上に障害となっている原

因の采に止めている。なお，ここで一考を要する

のは再造林の動向であり，人工林の伐採跡地が完

全に造林されていなければ，拡大造林の減少と同

様，森林資源の造成に支障を来たすわけである。

白書がこの点にふれていたいのは，統計資料の関

係で結論を下すまでにいたらなかったためで，今

後資源調査と相俟って，生産，経営両面よりさら

に検討を深める必要があろう。

以上述べたように，林業生産停滞の原因は，国

民経済の発展に伴う林産物需要柵造および林業就

業構造の変化，林業の生産および経営織造の特

質，林業生産基盤の未蕊備等に大別されるが,、こ

れらの動向分析をうけて，42年度に講じようとす

る施策においても，森林計画制度の改正による個

別経営の計画的施業の推進，林道の補助体系の改

訂等による林道の整備拡充，低開発薪炭林地帯に

おける団造造林の推進，林業柵造改善事業の強

化，入会林野等の近代化の促進等が長期的な計画

のもとに，重点施策としてとりあげられている。

おわりに

以上，白書を作成するに当たっての問題やら，

白書の到達した結論やらを私見をおりまぜながら

述べたのであるが，林業をとりまく内外の諸条件

はことのほか厳しく，林業の前途はきわめて多難

であるといえる。「林業基本法」が制定されて3

年，その施策も緒についたばかりであり，林業を

産業として確立させるための経済政策への1娠換

は，いまだしの感が深い。したがって，今後，ま

すますきびしくなることが予想される内外の諸条

件に対処して林業を発展させ，林業従事者の地位

の向上を図るためには，わが国の林業榊造の特質

をふまえつつ，諸条件の変化に対処しうるような

林業構造改善のための抜本的施策が打出される必

要があると思う。42年度に予定している施策はま

さにその一里塚であるといえよう。

－5－
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はじめに

森林計画制度の拡充整備をねらいとして，かね・

準備が進められていた「森林法の一部を改正す碁

かねてより

準備が進められていた「森林法の一部を改正する法律

案」が，5月19日の閣議で決定のうえ，国会へ提出され

た。

改正案提出の背景と経緯,改正案の要点,関連する助
成措霞等は，およそ次のとおりである。

1．改正案提出の背景と経緯

現行の森林計画制度は，昭和26年に制定された森林計

画制度を基礎とし，その後の数次にわたる改正をへて現

在に至っているもので，森林所有者に対し，森林計画

（全国森林計画に即してたてられる地域森林計画）に示

された公益的要諦と林業政策の方向に沿うよう施業を義

務づけるとともに，この森林計画の達成を図るため国お

よび部道府県は必要な指導援助を秋極的に実施すること

に努めるほか，森林計画を遵守しない場合には，その是

正のために都道府県知事が施業の改善を促す勧告の制度

を設け，これらにより制度の目的の達成を図ることにな

っている。

この現行制度が制定された昭和37年から5年を経過し

たが，その間に林業に関する緒情勢は大きく変化した。

すなわち，木材需要は需要柵造の変化をとげつつも一貫

して増大するのに対して生産面では十分にこれに対応で

きず，農山村からの労働力流出に伴う労働力の不足，木

材価格の上昇率を上回る労賃その他の生産資材の高騰等

に起因して，伐採，造林その他の林業生産活動が停滞す

るとともに，外材輸入が著しく増大している。加えて，

これら諸情勢のきびしさは，森林所有者の一部に先行き

不安を与え，これがま辻，林業生産活動を一層沈滞化さ
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せることとなっている。

このような諸情勢にかんがみ，さきに林業基本法が制

定され,林業構造改善事業その他各種の林業施策の拡充

が図られてきたが，森林施業においても，その改善の必

要性が強く主張されるようになった。たとえば，昭和41

年の森林資源に関する基本計画に係る林政審議会におい

て，「経営主体における森林の計画的施業の促進に，と

くに留意すべきである」との意見が付されたこと等各界

からの意見，要望が数多く提出された。

以上のことから，合理的かつ計画的な森林施業を確保

し，森林生産の保続と森林生産力の増進を図るために

は，森林所有者の自らの創意とエ夫にもとづき，森林施

業についての計画の作成を促進するとともに，その実行

を確保するため，公的にその計画を認定するための制度

を，従来からの森林計画制度に加えて設けることとした

のである。

このような森林施業計画の認定制度の導入とあわせ

て，認定を受けた計画に従って施業する森林"雨者に対

し，所要の助成援助措置を誰ずることとしている。

2．改正案の要点

改正案の内容の主要点は，次のとおりである。

（1）全国森林計画および地域森林計画の期間の変更

従来は5年ごと漣10年を1期としてたてられていた全

国森林計画の計画期間を15年に，5年ごとに5年を1期

としてたてられていた地域森林計画の計画期間を10年と

する。

これは，森林施業計画の認定制度を設けるに伴い，よ

り長い期間の森林施業の方針を，地域森林計画で示す必

要があるからである。

（2）森林施業計画の認定の講求

森林所有者は，1人または数人が共同して，森林施業

計画をたて，都道府県知事に認定を求めることができる

こととする。

この森林施業計画は，所有する森林の全部について，

自らが定める長期の方針に基づいてたてる5年間の伐

採，造林等の森林施業の計画である。

森林組合は，組合員のための森膨伽業計画の作成の事

業を行なうことができることとする。

（3）森林施業計画の認定

都道府県知事は，森林施業計画の内容が一定の基準

（樹種室たは林相の改良が計画的に行なわれていること

等について政令で定める基準，計画の対象とする森林の

規模に応じて定められる｡）に適合しており，かつ，地

域森林計鱈の内容に照して適当であると認められるとき

へ
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今

は，その森林施業計画が適当である旨の認定をするもの

とする。％

（4）森林施業計画の変更

認定を受けた森林所有者は，森林の売買その他により

所有に係る森林が増減した場合，地域森林計画の変更等

により森林施業計画の内容が認定の要件に適合しなくな

った場合等であって，都道府県知事からその旨の通知が

あったときは，変更の認定を求めなければならないこと

とする。

このほか，変更の認定を求めることができることとす

る。

（5）森林施業計画の遵守

認定を受けた森林所有者ば，森林施業計画を遵守しな

ければならないこととする。

（6）森林施業計画に係る届出

森林施業計画に定められている伐採をする場合には，

伐採についての事前届出（森林法第10条の規定によるも

の）は，行なわないでよいこととする。

認定を受けた森林所有者は，計画に係る森林について

伐採または造林をした場合には，その後において，都道

府県知事にその旨の届出をしなければならないこととす

る。

（7）認定の取消し

認定を受けた森林所有者が，認定を受けた森林施業計

画を遮守していないと認められるとき，変更に係る通知

があったにもかかわらず変更の認定の請求をしなかった

とき，前述の届出をしなかったとき等には，都道府県知

事は認定を取り消すことができることとする。

（8）認定制度に係る援助

股林大臣および都道府県知事は，森林施業計画の達成

のために必要な助言，指導，資金の融通のあっせんその

他の援助を行なうように努めるものとする。

（9）その他

このほか，森林施業計画の対象とする森林の所在地が

2以上の都道府県にわたる場合には，認定その他この制

度において都道府県知事の権限に属された事項は，農林

大臣が処理をすること等必要規定を設けている。

側経過措置

森林施業計画の認定の請求は，この法律の公布の日か

ら起算して90日を越えない範囲において政令で定める日

から，できることとされている。

昭和43年4月1日を始期とし15年を期間とする全国森

林計画を，この法律の施行の日から起算して30日以内

に，たてなければならないこととしている。

現行の地域森林計画の全部について，その計画期間を

10年とする（5年延長する）変更を，前述の全国森林計

画の公表のあった日から起算して30日以内に，しなけれ

ばならないこととしている。

3．関連する助成措置

認定を受けた森林施業計画に従って施業した森林所有

者に対する助成措置について，現在までに明らかとなっ

ているものは，次のとおりである。これらのうち，税制

に係るものについてば，「租税特別措置法の一部を改正

する法律案」として，今国会で審議さ郡ている。

（1）所得税

山林所得税について，現行の植林費特別控除にかえ

て，あらたに森林計画特別控除（収入金額の20％に相当

する額を特別控除することができる。ただし，収入金額

の50％から必要経費を控除した額を限度とする｡）を行

なうこととする。

（2）法人税

法人税についてば，伐採または譲渡のあった事業年度

に一定額（伐採または譲渡した面積に相当する面積に拡

大造林をするとしたならば必要な額）の計画造林準備金

の繰入額の損金算入（拡大造林をした場合または5年を

経過した繰入額は，戻入して益金算入）を認める。

（3）相続税

相続税についてば，立木に対応する部分の延納税額の

納付方法を，現行の年賦均等納付の方式によらず，森林

施業計画に即応できるような納付の方式に緩和する。

（4）造林補助金

造林補助金につき，点数加算を行なって，補助額を増

額する。すなわち，従来から設けられている特認事業の

加算因子の一環として20点加算する（他の特認項目とあ

わせて20点を越える場合には，あわせて20点とする。た

だし，拡大造林である場合には30点以内とすることがで

きる｡）こととする。

（5）その他

森林施業計画に係る伐採調整資金制度の設定，大造林

に対する造林資金の金利の引下げ等の金融面での助成措

澄等については，今後引続いて検討することとしてい

る。

むすび

この森林法の改正案は，本国会（第55特別国会）で審

議されることとなっており，その成立について関係者の

ご支援をお願いする次第である。
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ヨーロッパ林業人

を案内して思ったこと

C~●■

山 口昭

〔林野庁・業務課〕

東と西

「西と東の距離は近くなりました｡｣一方，北と南の距

離はなお遠いようです。今新聞紙上をにぎわしている先

進国の食糧援助問題にも承られるように，南北問題は国

際政治，経済上の重要な課題になっています。さて，南

北問題はさておきまして，私がここで言わんとする西と

I

大学の先生方や試験場の諸先生方にばかってこれらの国

国を訪れた方をも多く知人も多いというわけで，今回の

視察団来日の蹄は，東大名誉教授の嶺一三先生，京大教

授の岡崎先生，山梨林試の安藤先生などをはじめ，多く

の諸先生のほか林業関係の方右がこの視察団を大歓迎さ

れ，あれこれとお世話されたわけでした。菫た一行の林

業視察の案内役ば一応林野庁が引き受けて，4月18日か

ら4月の23日童での約1週間，吉野，王子製紙春日井

エ場，東洋プライウッド熱田工場，上極，王滝営林署，

黒部ダム，上田営林署，岩村田営林署などの現地を案内

し，東京では林業試験場と林野庁に案内したわけです。

その案内人として，林野庁森林組合課の黒川任之氏と私

が命ぜられ同行しました。こういった16名（うち女性3

名）の大部隊の水先案内は何分にも初めての経験でした

し，ドイツ語はもちろん英語もいささかパッとしない私

には重荷でしたが，何事も経験と蛮勇をふるって引き受

けてしまったわけです。嶺，岡崎，安藤の諸先生は一部

の人有を直接案内されまして，意見の交換などもなさっ

たようでしたが，私にはもとより有益な意見の交換など

できるものではありませんでした。ただこういった先輩

国の人左と身近かに接し，バスの中や，汽車の中，ある

浅間にて

東とは，西欧の先進諸国と極東の一角を占める日本とのいは山の中を歩きながら交した短い（／）会話のはしば

関係を実は言いたいのです。しから，青い目の人倉の物の考え方や，日本，あるいは

先日，西ドイツ，スイス，オーストリアの三カ国の人日本の林業の印象といったものをわずかにかい童見たと

人からなる日本林業視察団とでも申しましょうか，正式いった程度に終ったわけでしてはなはだ情無いと思って

の団体名がついていたわけではありませんが，そういついるわけです。しかし，私なりに見たり感じたりしたこ

た視察団が日本を訪れました。これらの国六は，申しあとをこうして記録しておくことは何かの参考にならない

げる童でもなくいずれも西ヨーロッパの先進林業国であわけでもある重いと，またまた蛮勇をふるって書き綴る

ります。したがって，明治以来の日本の林学の先雅国で次第です。どうぞご容赦の程を……。、

もありますし，また先生でもあったわけでして，日本の彼我の距離

制錐関係者にとりましては因縁浅からぬ関係があるわけ航空機の発達で地球の大きさも小さくなりました。今

です』いきおい人の行き来もひんぱんなわけで，とくにのジェット旅客機でもヨーロッパから日本まではわずか

－－－8－
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1日足らずで着くわけですから北海道から大阪あたりま

で汽車旅行するのと大した差はないことになります』し
●●●●● ●●●

かし，時間はかからない代わりに金がかかるのは当たり

まえでして私共がちよいと帰省したりするようなわけに

はまいらないのです。そこでまず私が感心したのはお恥

しいことですがかれらがお金持ちだということでした。

それはかれらの大半が自饗で来日したと聞いたからで

す。なるほどかれらの中には大きな山持さんで，何判白

爵だとか何巻男爵だとかいういかにもクラシックでしか

も暇とお金のありそうな人もいましたが，一方州山林局

の局長や大学の教授，あるいは若手営林署長（34歳）な

どといった必ずしもお金に縁のありそうもない(失礼／）

といった人をも多かったのです。そこで私はかれらの国

の経済水準といいますか，所得水準の高さを感じさせら

ば，日本はその高い成長力でこれらの国に追付き追越そ

うとしている。日本が先進資本主義国の仲間入りをする

にどうしても通過しなければならない関門は何だろう

か。それは林業にとってはどんな意味を持つのでしょう

か。

西ドイツの林業

まず経済の規模，成長の速度などから見て最も参考に

なるのは西ドイツでありましょう。西ドイツからは今度

の視察団に13名の人,彰が参加していましたが，私が旅行

を通じて最も親しくなったのは，ノルトライン，ヴェス

トファーレン州で営林署長をしているディラー氏でし

た。私と同じような職業を持っている人でもあり，来日

した人友の中でば最年少者だった故もあってかよく話が

合いました。ちょうど関西電力の黒部ダムを訪れた時で

息
諺

上松，赤沢ヒノキ保護林にて

れた次第でした。少し古い資料ですが1964年(昭和39年）した。暗い長い長い|､ンネルの中を走るバスの中で，デ
の海外市場白書(JETRO)によりますと,1人当たイラーさんにちょっと聞いて象ました。「私の国では農
り国民所得ではスイスが72万円，西ドイツが49万円，才業政策のお手本を西ドイツに求め，農業構造改善を政策
一ストリアが27万円，日本が22万円となっております。の中心としているのですが，同時に林業についても林業
おそらく日本の経済成長率からして現在ではこれらの諸瀧造改善政策を行なっています。あなたの州では林業樅

国中における日本の相対的地位は上がり，格差は縮まつ造改善は具体的にどのようにやっておられるのですか｡」

ているばずです。それにしても日本に比べて格段に（オディラー氏は次のように答えました。「私の国では林業

一ストリアはほぼ同じ）所得水準の高いこれらの国の林構造改善という形はとっていません，しかし，農業法の

業では現在どんなことが起こっているのか，またとくにもとにグリーンプランという国家農業計画によって農業

西ドイツのように過去の高い経済成長の結果現在の高い政策が行なわれていますが，林業に関するいろいろの施

経済的地位を得た国では，その成長の過程でどんな林業策をもって農家経済の向上に寄与しています。たとえ

問題を持ったのであろうか。またその問題をどのようにぱ，限界地や荒地の造林，雑木林の用材林への転換，森

解決してきたのだろうか。いささか大それてばいます林と牧場の分離，防風林の造林などに補助金が出されま

が，これが私のまず抱いた興味でした。すでに申し上げす。またグリーンプラ．ン資金から林業経営相談，林道建

たように，これらの西欧諸国と日本との距離はせまくな設，林業労働者の定住などのための援助をしています。

りつつある。つまりこれを経済力の観点で把えるならこれらは小規模農家を主として対象とします。また分散

－9－
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所有している小面積林地を一団地にまとめる施策や小山

林所有者の林地を共同し，まとめて経営することも重要

な施策の一つです｡」これだけの問答ではとても私の欲

張りな興味や疑問に満足な解答を与えてくれるものでは

.ありませんでしたが，私には西ドイツの林業政策のあり

方を知る一つの糸口がつかめたように思えました。

かれは今度は逆に私に質問をします。「日本では林地

面積臆増えていますか，それとも減っていますか｡また

林地を他の用途に転用する場合法律上の規制措置はとら

れていますか｡」私は答えます。「主として艇用地に転用

されおそらく減っているでしょう。しかし最近は逆に股

用地が人手不足もあってか林地に転用されるケースが一

部の地方にあらわれてきたと聞いています。それから日

本では農地から他の用途に転用される場合には法律上の

規制がありますが，林地を他に転用する場合には国立公

園など特別の場合以外には規制はありません。西ドイツ

‘の場合には林地を他の用途に転用する場合には許可が必

要だと聞いていますが，西ドイツでは現在林地面積は増

えているのですか，それとも減っているのですか｡」デ

ィラーさんは「地方によってちがうと思い言すが，ヴニ

ストファーレンでは工業地帯をひかえている故もあって

か，農家，とくに大観模農家の場合に農地を林地に転用

する場合が多いようです。政府もこのような農業として

ば収謝生の低い限界地の造林は積極的に奨励しているわ

けです｡」話が労働力の問題に入ったので西ドイツの林

業労働力確保のための施策について湖いて象意した。デ

ヰラー氏の話によると西ドイツの林業労働は三つのタイ

プに分けられるそうです。一つは専業労働力，一つは専

業ではないが基幹となるもの，他はパートタイマーで

す。全般的に見て専業労働力は増加しつつあり（ノルト

ライン，ヴェストファーレン州の場合は減少）パートタ

イマーは減りつつあります。その中間のものも減りつつ

あり，全般的には専業化の方向にあるとのことでした。

また絶対的不足はイタリア，遠くはスペインなどから出

稼に来る労働力で補われるそうです。そして大山林所有

者や政府もこの専業化を望ましいものと考え，これを積

極的に推進するために，専業労働者のトレーニング，持

家促進のための援助，社会保障制度の改善，機械購入修

理に対する財政措置（西ドイツではチニンソーなどは労

働者個人持の場合が多い）などの施策を行なっていると

のことでした。

○○○

これらの会話の中で私が特に着目すべきだと思いまし

たのは要約すれば次のようなことでした。

(1)小山林所有者に対する施策が，農家経済の補助部門

という観点からかなり手厚く行なわれているように

思われること。

(2)艇業限界地の林地化が進められていぁこと。

(3)林業労働力が専業化の方向で確保されようとしてい

ること。林業経営者も政府も専業化に熱心なように

思われること。

さてこのような締からきわめて大胆な結論をいくらか

ひき出そうとするならば次のようなことになると私は思

い宣した。すなわち，西ドイツのように先進国でしかも

高い経済成長を遂げている国では当然のことながら股林

業と他産業との生産性桔差が重要な政策課題になる。そ

こで林業にとっても，森林の国土保全効果だとか国民経

済的観点からの木材需給問題といった「物」に対する政

策とは別に股林業者（小規模挫家といっていいと思い室

す）つ童り「人」に対する政策分野が重要性を増してく

る。このような認識はすでに日本でも行なわれ，林業基

本法が生まれた。西ドイツには林業基本法はないけれど

も，実質的には多くの具体的施策が農家林業に対してな

されているように思われ，日本よりも徹底しているよう

に思われる。また労働力の不足から労働粗放的な林業の

価値が農家経済の中で重要視されてきているように考え

られる。この意味で今後の日本における小山林所有者対

策には一つの重要な契機が見出せるようだ。最後に，臓

金水準の高くなりつつある国でば林業における臨時労働

力はどうしても得にくくなり，逓傍の相対的低開発国か

らの労働力流入があるとしてもやはり専業労働力の確保

が問題となり，専業化のための真剣な努力が払われてい

るようだ。ただここで問題なのは，専業労働者を確保す

るだけの高賃金を負担できるような林業における生産性

の向上がなければならない。これが問題だ，西ドイツで

はすでに非常によく整鯆された林道網があり，森林の開

発はほとんど終り，高い生産力を備えた森林を伐採し跡

地は天然更新で低コストであるなど，すでに日本にくら

べ良い条件がそろっているようだ。いや何百年もかかっ

て営女と築きあげてきたものにちがいない。西ドイツで

はさらに賃金が上がれば伐期を伸ばすことでこれに対抗

できるだろう。西ドイツ林業は長い長い間かかって坂道

を登り，資本主義の高度化した今日すでに一応展望のき

く高原にたどりついているようだ。しかし一方日本は賓

本主義の発展の道も急ならば林業発展の道はさらに急

だ，十分な開発が進まないうちに西ドイツ経済と同じ段

階にまで国民経済は発展してしまった。はたして日本の

林業は自分だけの足でこの急な坂道を登って西ドイツが

おいでおいでをしている高原にたどりつけるのだろう

か。やはり日本国民全体の力強い支えが必要なのだろ

《
）

一
一

－10－



一■_

』宮~詞

う，それも日本の実態に合った，きめの細かい応援でな

ければならないだろうと思ったことでした。

お別れ

さて最後にかれらの日本と日本の林業についての印象

を聞いてみました。まずかれらが異口|司音に言っていた

のは日本人のエネルギッシュな働きぶりのことでした。

もっともこれにば今回のぎっしりつまった日程にいささ

かまいったといった気持ちもあったようにも思われまし

たが。それから日本の工業力水準の高さについてでし

た。王子製紙春日井工場の近代設備，すばらしい東海道

新幹線，黒四のダム，性能のよい自動車などが印象にの

こったようでした。実際のところかれらの先入観では日

本はカメラとトランジスタラジオばできるが自動車ばで

きないと思っていたようでした。そしてまだケイシャの

ような髪をした婦人がたくさん見られると思っていたの

でしょう。日本の林業についてば，非常に技術的に進ん

でいるといってい室した。特に育種の技術に感心したよ

うです。また森林に大へんな弔問と労力をかけているこ

と，大面積皆伐，一斉造林に対する危倶の念などを述べ

ていました。これには私共も耳を傾けるべきでしょう。

かれらの旅行中は雨の日が多かったのですが，帰国の

日はすばらしい天気で，おそらiく飛行機の窓からかれら‘

が待望していた富士山が見えたことでしょう。手を振り

振りあちら独特の材錐人用マンI､を着た大きな体を飛行

機に運んだかれらの姿，バスの中で皆で歌った｢野ばら」

の合唱，何でもかでも写真にとり，ケムシ，ワラビのば

て童でカメラにおさめて帰った恐ろしげな顔をした元営

林署長，オーストリアに城を持つという伯爵の豊富な話

題など私にとっては忘れられない1週間でした。しかし

貴重な紙面をこれ以上埋める勇気もなくなりましたので

私の印象記はこの辺で終らせていただきます。それにし

ても自由に外国に行けるような日が早く来ればいいとい

まさらながら思った次第です。それにはもうかる日本林

業を築くことが先決なのかも知れませんね。

D･口＄●ず口先■qPpDe“Q◇b･･◆じぷ､夕.緋■｡｡｡.●◆de“●△0.恥.｡｡｡●▲＊ ｡q････鵠･･噺.､､恥､｡｡即w･･･､､叙先.F､｡｡p･り････｡｡､･鮎･･･恥｡o･･9.0..0..▽.････恥｡，･･･ず｡%｡･･･､f･･.･･･鮎････､伊貼bo0も.･･%‘,･り･････%訳.－．.~四･････､像･･･設け｡､｡･･妬辞･･･｡･･4-..･蛤･△.･･･｡､･･･鞄････b･螺一
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〔県の木シリーズ〕イョチウが東京都・神奈川県・大阪府と三カ所で選を

イチョウばれたのにはいささか驚いた。悪くとれば都会人ぱ樹ぎ
ず

（イチ。ウ科）木といえばイチョウしか知らないのかということにな＃
るが，街路樹として，また社寺その他の庭木として最；‘

G加舟906"06"L.
も親しまれ，もうイチョウはすっかり日本人のものに¥

なりきっているといえよう。中国大陸の楊子江流域に典

；文・倉田悟．(東大)，絵。
b･･･拶魂｡β恥岱U･織乞〆凸bo0ヴ毎ご*･もザqq,録町･･←U･･‘･･窓ず▽･･率～Jgも｡

自生があるといい，ここから洛陽の都を経て日本に渡

来したもので，日本に自生はまったくない。東京の小

石川植物園を訪ねると，平瀬作五郎先生がその木で精

虫を発見したというイチョウの大木に目を留めさせら

れる。明治29年，当時黎明期にあった日本の植物学界

が一躍世界の注目を浴びるに至った大発見である。

イチョウは針葉樹か広葉樹かと訊ねられることがあ

る。イチョウは裸子植物のイチョウ綱を現世において

代表する唯一の樹木で，針葉樹でも広葉樹でもないと

いうのが穏当であろう。裸子植物のソテツ綱を代表す

るソテツも同様である。ソテツの精虫もイチ言ウに続

いて同年に池野成一郎先生により発見された。針葉樹

臆裸子植物の球果植物綱（イチイ科も含めて）を指し，

糖虫でなく花粉管により受精が行なわれることは広葉

樹（被子植物の双子葉植物綱に所属）と同じである。

イチョウの葉脈Iま二叉分岐をなし原始性を示してい

る。英名をn"idenhairtreeというが,Maidenha辻は

クジャクシダ属のシダで，葉脈の特性も含めて両者の

葉が似ているのである。中野真人（日本パルプ）葉が似ているのである。§
■ f

'･.か.pCq,.‘･も‘,｡｡.d,．｡､談･･胸8W艶3...0β･･､叙q･･･ﾛ･も.｡｡､.p･缶doqd････w，。.．w殆･･･．“,‘．。,､'奮い・・・･鞠“"･御障J、'0日｡，A冬討､｡｡‘金’弱0，4沁,・・‘･･適抄･いも,‘己”p唾.希hO9､.｡，｡､荷･･‘bwj▽6
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その時のことを教授は忘れられたかもしれない。だが

私はそれまで目の前にかかっていたヴニールがパッとは

がされたように，新たな視界がまざまざと展開したあの

時のことを忘れはしない。

教授は航空写真の利用を，まず森林の現況と動態の把

握に導入したのである。

当時，スイス経済林においては，極度に細分化され，

複雑化した小面積単位の森林施業が，近代化に多くの問

題を含ませていたのである。すなわち，過去長期間にわ

たって森林が更新と撫育を繰りかえしつつ，次第にその

循環を早めていったために，林地は次第に小面積，不規

則な柵成状態となり，作業の対象となる個左の区画の状

況を知ると同時に，全体の推移を確実にとらえることは

次第に容易でなくなったのである。

従来，これをとらえるには一定時期に定期的な経営単

位の森林調査が行なわれてきた。その際それはスイス

では全林の毎木胸高直径調査で行なわれたのである。

しかし，このような森林にあって，林分椎成の而祇と

資源量の配置を無視した在来の調査蟹料は，い童や近代

的経営管理の立案にはきわめて不~1-分な資料でしかなく

なったのである。

要するに繰返しの喪料によって，立木の本数，蓄較の

現況と推移は明らかにされるだろう。しかしたとえばこ

れからは，更新された林型区画の位臓，その境界線変

化，あるいはそれぞれの面積移動を求めて，それらの相

互関係を引き出すなど動きの中の林況を詳しくとらえる

ことはきわめてむずかしい。

教授は航空写真の利用によってこれら必要な情報の確

保を実証したのである。

すなわち写真からは撮影時における立木の配腫，同一

林型のひろがりなどは一目で確認される。写真による森

林の雛理と分類を系絃化するならば，齢級単位の区分や

林況の変化，さらに更新の過程などは正しくとらえるこ

とができ，経営計画の編成，または実行計画立案の要点

が，最小の努力で求めうることを示したのである。

一例に樹種混交の推移を主として求めたラウファベル

ク事業区の調査例を見よう。

スイスに鐺いても広葉樹にくらべて針葉樹は常に高い

重要度を持っている。

しかし樹高，齢級相を異にする複雑林型の中で針葉樹

が育ってゆく状況を正しくおさえることはなかなかむず

かしく，定期的な地上調査によって，針，広の蓄談や本

数の比率,あるいは,分布が記録されうるとしても,そ
れには一定以上に達せぬ林木，ことに時には地域内で特

に生存競争に強い広葉樹がふえていくことを見落す危険

|’

クルス教授
｡

と
航空写真

中島巌

〔林試・航測研究室長〕

何年ぶりであろうか，日本林業視察団に加わって来日

されたクルス教授の手をとり，かっての日女を語り，ま

た当時ともに過した人女の近鏡を問うたとき，私はとも

すれば日左の雑務に追われて忘れ去ろうとする欧州での

:日六を，昨日のことのように身近に感じたのである。

それは研究者としては最良の日煮ともいうべき，勉学

‘と検讓に専念しうるあけくれであった。

1959年8月，私はチューリッヒ郊外にあるスイス国立

林業試験場でクルス教授の下に過した，それは当時オラ

ンダにいた私の「集約林業地に対する航空写真利用をよ

り一そう検討したい」との希望を喜こんで受け入れ，親

しく招いて下さったからである。

教授減当時，林業の経営と管理の手段として，従来，

測量の分野にのゑ使われていた航空写真を導入すること

を，最も熱心に説き，また着実にその方途をスイス林業

､の上に積み重ねていたのである。

「より正しく，より詳しい森林の情報は，肉眼を助ける

よりすぐれた記録から求めねばならぬ。そしてそれに基

づいた判断こそは，より効果的な森林の経営を可能にす

-るだろう。」

と教授は主張したのである。

航空写真が森林経営に不可欠な重要さを持つにいたる

だろうとの確信は，前場長H､Harry教授の見解に負う

.ところが多いと教授はいっていたが，その具体的な努力

と成果は教授みずからの痛切な体験と切実な要求から生

簑れでたものであろう。

私は最初，スイス経済林の林型区分図作成の課題を持

ちこまれたとき，「なにゆえにこのような集約な，そし

て複雑な林地を航空写真で･･･…」と半ばあきれ顔で問う

たものである。

教授は逆に，私の驚きを．‘わが意を得た”とばかりに

喜こんだ。そして，「それだからこそ肉眼以外のもう一

つの目がいるのだよ」と私の肩を叩いた。

F二コ

一
》
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一

ｰ 二

体の立場に立ったもので

ある。一方処慨は個有の

区画，また単木について

行なわれるものである。

同様にして伐採の記録

からは将来への処溌はな

んら導き出されない。要

するに「より詳細な写翼

情報によって始めて適切

な作業の判定を下しうる

ものである」と教授は述

べている。

これは間伐計画にあっ

て，特にあてはまる結果

を示している。シールヴ

ァルトの試験地における

試験では航空写真による

樹冠閉鎖度の測定が，過

去の間伐の効果と処置別

の区分を明らかに示し

た。そして早急に手入れ

を要する地域を正確迅速

に判定する方法を教授は

導き出したのである。ゾ戸一スルン市有林1万分の1航空写真による齢階区分例導き出したのである。

性がある。一方，スイスにおいて，ことにFulySh岩相地諮につ

この調査で森林は写真から齢級に準じた大きさと疎密いては19世紀後半から，今世紀の前半にかけて，きわめ

度で6タイプの林型に分けられ，それぞれの面積と針，て大がかりな造林が行なわれた。そして多くの優良な森

広の混交歩合が測られた。林が育てられると同時に，輩た多くの成績不良の林地，

そしてこの森林では老齢，幼齢林では針葉樹の割合が完全に失敗した地域が現われ，これらの施業と生産の維

少なく，中央の齢級でのみ針葉樹の多いことがわかつ持を図ることが大きな問題となったのである。

た。教授は，これらの現況の調査と将来への予測に航空写

黄たそれぞれの林型区画ごとの検討によって，間伐，真を徹底的に利用した。

除伐の効果の現われ方も明らかにされ，同時に全体的に そして写真からとらえられる樹冠閉鎖度の均一性が，

過去数十年来常に針葉撒が減少してきた原因をときぼく．林木に対する処置，特に枯損，不適地造制等を判定する

し，将来の計画の立案に重要な方針をあたえた。有効な貴料であることを認め，造林地の荒廃していく過

写真から判定される樹冠の疎密度，均等度などの椛成程を写真上の特徴から分類する鍵を見出していった。

は，明らかに下木の判定を可能にすることを示したのでたとえば，それらの荒廃は，大まかにいえば，拡散欠

ある。木林,均性欠木林，あるいは不均性欠木林といった形で
。炭林から用材林へと，間伐によって誘導されたゾロー写真上に現われ，それぞれはその原因が求められた。ま

スルン市有林の調査では，航空写真によって個煮の区画た均性密集林以外は多かれ少なかれ地表崩壊の前徴と見

ごとの幼齢林の形や広がり，保残木，老齢木の状況などられたのである。

が詳しく観察され，区画別の施業方法，伐採方法とそのこうして個女の林型区画に対して保統と林地保全の処

量の推定が行なわれた。置を立案し，施薬法と労働瞳，また諸経擬の算出が行な

伐採についていえば，たとえば経営案，あるいは，森われたのである。

林計画によって伐採壁が決定されるとしても，それは全教授によって立地区分，土地利用区分の分野に導入さ

－13－



れた航空写真の効果も大きい。が行なわれうる。そしてそれにば航空写真が常に有力な

写真資料の蒐集と解析から，それぞれの土地の保全と協力者である｡」との前提に立っていた。

改良への要請，あるいは立地特性の分類などにより，造ここで申し上げておかねばならない。

林計画，開発計画，改良計画の個別立案，あるいは林地教授は,決して航空写真利用の専門家ではないことを。

生産と牧蓄生産などとの制定基準をあたえたのである。あくまでも森林経理学の公道を進む第一人者である。

森林の経営管理，また開発にとって路網や毅出施設はそして，これらの仕事はすべて教授を指導者とする一

きわめて重要なものである。だが，たとえば林道建設に連の頭脳陣によって果たされてきた。

おいて，最大の問題は技術的なことではなく，適切な計このグループはただに教授の足下スイス国内の糸でな

画の立案にあるのはいうまでもない。く1螺の各地に広がっている。

林地開発の施設を設計するとしても，その決定的な要あらゆる分野の人公の仕事を十分に理解し，その力を

素は，地型，集運材技術，林地生産力の把握にある。ま組織化して，それぞれの効果を発揮巷しめているもの，

た保読的な生産力，時間的に変化する生産力の予測にあこれは第一に教授の高潔な人格と，深い知識にほかなら

る。そしてこれらは教授によって紋空写真から，きわめない。

て濃能的にとらえられ詳細な計画の基礎とされるにいたあるとき，私は酒盃を片手に教授に問うた，「先生，

ったのである。林業というものの目的は何でしょう……」と，答えは簡

この嫁か，きわめて多くの分野に教授は航空写真を導単だった,｢山をいつも価値ある緑にしておくことだよ｡」

入した。それは「いかなる複雑な森林であっても，適切

な情報がえられるならば，常に目的に応じた明瞭な整理

『.･･ﾛ･･も□･no..･･...p･..･･･-今･･･..･･･..｡G･_.p･..b･名-..0........．ウニb･･｡△.･･..。.･･､｡.,｡完.･･-..........･｡b･車･･画･も.J%.｡*恥.CO…6毎＄･･･ず｡｡..｡･･.･･々．..･･b､･･も.･･先.･･先.｡｡..F･･､ざ．.｡由･･･ず．｡.･･0℃.｡･勺..･･宅.｡･･.｡･･･..◇...･･?..･･ﾛ..p･.
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〔県の木シリーズ〕カエデ属の樹木ば世界（といってもほぼ北半球に限

カエデとモミジられる）に150種近くを産し，日本にも約30種が野生

（カエデ科）し，葉形その他の性質が非常に変化に富象，秋の山を
紅に黄に染めて人の心をとらえるので，山梨県にカエ

4cej'spp.
デ，滋賀・広島両県にモミジが選出されたのも柳聴運ば

ない。カエデといってもモミジといっても別に差異は

ない。一見して誰でもカエデまたはモミジとして納得

のできる代表的な種は，イロハカエデ，オオモミジ，

ヤマモミジの三つである。このうち，ヤマモミジは本

州の裏日本側に分布が限られ，関東では群馬県の北部

へ行くと出てくるが,秩父地方などにばまったく無い。

従来，表日本側でしばしばヤマモミジとされていたも

の妹オオモミジである。ヤマモミジは葉が通常9裂

し，裂片に重鋸歯があるのに比し，オオモミジば-般

(二7裂し，裂片は単鋸歯をもっている。オオモミジは

北海道から九州まで山地に広く分布しているが，上記

の3県で!まむしろイロハカエデを中心に考えるべきか

も知れない。ことiこ人里近くに多いのはイロハカエデ

である。東京の庭などでも震んにこぼれた種子から芽

生える。平鉢にその何本かを植え込逸ば結構趣があ

る。イロノ､カエデは葉が最も小さく，5～7裂し，裂

片fこば重鋸歯がある。イロハモミジともいい，蓑た単

にモミジともカエデとも呼ばれ，カエデ類の代表種と

ゑなされるが，北日本にば分布していない。イロハカ

エデの北限産地は何処であろうか。
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：文・倉田悟(東大)，絵・中野真人（日本パルプ）エデの北限産地は何処であろうか。き
ち 弓
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キノコ にまなぶ

(座談会）

出席者

今関六也

浜田稔

伊藤達次郎

徳本孝彦

〔林試，研究顧問〕

〔京都大学助教授〕

〔林野庁，研究普及課〕

〔日林協，専務理事〕

徳本私はかねてから，わｵいわれ林業技術者は森林の

木材以外の生産物について，もっとよく知る必要がある

と思っておりました。と申しますのは，木材生産の場で

ある森林をいろいろな角度から眺める眼を誰うこと，ま

たそこから森林をとりまく自然の諸要因を解明していこ

うとする意欲が起こり，深く掘り下げて行くことによっ

て，林業経営の主目的である木材生産にも大いに貢献す

るものが出て来るだろうと思われるからであります。

本日は幸いにも菌類の専門家であられる京都大学の浜

田先生，林業試験場の今関先生，それに林野庁研究普及

課特殊林産研究企画官の伊藤さんとキノコに関してば，

有数のエキスパートであられるお三方にお集まりいただ

くことができましたので，キノコにまつわるいろいろな

話をお聞かせいただきたいと存じます。

今関一般にキノコと言えば近頃はシイタケ，ナメ

コ，エノキタケといった栽培のできるものとか，マツタ

ケというふうに考えられており童すが，自然にはもっと

利用できるキノコがたくさんあります。それらをもっと

利用することを考える必要がありそうですね。お金を払

わなくってもおいしいキノコを食べることができ溝し，

また山村に暮す人之のレクリエーションにも役に立つだ

ろうと思うのです。そこで問題になるのは毒タケです

れ。キノコの中毒については毎年五，六百件の報告が厚

生省に出されておりますが，対策は何もなされておりま

せんね，学校でも教えていないし･･･…。

浜田‘ドイツのあるパンフレッ1，を見ましたら，キノ

コ官とでもいうような，シーズンになると灘タケの鑑定

とか中毒防止のために働く人達がいて活躍しているよう

ですが，日本にもそういった人がいるのですか，キノコ

関係のエージェントというか，各村に駐在して森林の副

産物を有効に利用しようという.…..。

今関どうでしょうか，シイタケなどの生産指導を行

なう人はおりますがね……。

徳本キノコのことなら「あの人に聞けばいい」とい

われるような人が県に一人でもいればいいのですが,.…．

伊藤営林署にはキノコにくわしい人がたくさんいま

すよ。

今関山にはえているキノコは大部分は食べられま

す。燕タケはきわめて少なく，死ぬ催ど議のあるキノコ

は，実際に皆食べてゑた訳ではないので，はっきりいえ

ませんが2．3種類ではないかと思います。ですから，

たくさんのキノコをいちいち知らなくても，危険なもの

だけをしっかりと覚えていればよい。林業技術者は山村

での数少ないインテリでもあるわけですから，そういう

人たちが自分の職場の山のことに専念するばかりでな

く’その地区の文化の指導的立場にたつ必要があると思

うのです｡‘キノコを知るということも，そのためにも有

効であるといえますね。

徳本キノコについての知識のレベルがもう少し上が

れば’山村の収入，食生活，医学の面につながっていく

ヒントがたくさん得られるのではないでしょうか。

今関キノコと限ってしまうとつながりを説明するの

が’なかなかむずかしい，正確にいえば菌類ですね，菌

類となるとキノコから入るのが一番入りやすいというこ

とです。収入の面では相当の所までいっていると思いま

すよ。シイタケにしるエノキタケにしるね．.….。シイタ

ケは国が力を入れてあれまでに育てたのですが，エノキ

タケの栽培は農家が開発したものですね。ピン栽培がで

きるということば前からわかっておりましたが，事業的

に始めたのは農家の人です。今度はナメコの番といえま

しょうね。

伊藤ヨーロッパやアメリカなどでは，食用キノコの

増産というようなことを考えているのでしょうか。

今関やっていないようです。

徳本ということは，食生活と結びついていないとい

うことですか。

伊藤そうでばないようです。シイタケのことになり

童すが，従来行なって来た東南アジアへの輸出が伸び悩

み’ヨーロッパやアメリカでの需要を開拓しようとして

おります。ハンブルグのジェトロ（日本貿易振興会）出

張所の調べでは西ドイツでは千キノコを年間3,000tも

輸入しています○となると相当食べていることになりま

すね。

今関北欧の人はとてもキノコ好きですよ。北方の入
6

－15－



4

は林業と結びつけてミコリーザを研究しています。林木

の健康とか栄養とかいう問題ですね。これは抽象的な考

え方なものですから日本ではマツタケという経済価値の

高いものと結びつけて取り上げられているということで

す。ミコリーザの研究は必ずしもマツタケでなくてもよ

く，むしろ他のキノコの方がやりやすいのですが，それ

ではわかってもらえないわけです。また，マツタケをわ

かるためには別の菌根をもつキノコも平行して研究して

いくことの方が近道ではあるのですが，なかなか理解さ

れ主せんね。

徳本それからマツタケと結びついた有利さというも

のの反面，成果に対する期待が非常に大きすぎること

が，芽ばえてくるであろうものが微をたるものであるだ

けに問題ですね。長い目で承るということがこの研究に

ついてはとくに必要だと思いますね。また研究する方の

人にもマツタケの研究に協力していると，自分本来の研

究が手薄になるという気持があるようですが，林業は長

い時間がかかるのですから，狭い分野のエキスパートに

なるのではなくもっと総合的な研究を心がけていただく

人が多くなることが大切だと思いますが．…･･･

今関最近は問題を承つけるのに自然から求めるので

はなくいろんな人の研究，文献からテーマを選ぶ傾向が

強いんじゃないですか，ことに林学などは生物学として

わからないことばかりですよね，ですからその中から自

分のやる部分をさがすというのは非常にむずかしい，と

すると生物学としては他に植物とか動物とかそういうと

ころで非常に細かいこと，先端的なことをやっている。

そういうことをやることがすなわち科学であると考えて

し茨う･一般に，そういう先端的な問題にとびつこうと

する傾向があるのではないでしょうか，ところが日本の

山で今まず何を知らなければならないかということ，あ

るいは日本の山にどのような問題があるかということは

実際は山から求めなければならない，でナから先端的な

技術というのはその問題を解決するために使うべきもの

であって，手段としての技術そのものにあこがれてしま

うというのは本末転倒だと思うのです。

徳本ありがとうございました。いまのお話はわれわ

れ技術者が常に忘れてはならない基本的姿勢であると思

います。今日はものごとを広い視野で象ることが大切で

あることをキノコからまなんだといえまし上うか。

はどういうわけかキノコを好んで食べます。日本でもだ

いたいそういえると思い童すが。

徳本マツタケは最近非常に高価で庶民のロにはなか

なか入らない状態ですね，生産量が少なくなったという

ことですか。

今関生産錘は近年非常に落ちて来ていますね。かつ

ては4,000t位とれたのが今では2,000t以下に下がっ

ています。

伊藤道路ができ，車が入ったり，いろいろ環境が変

わりそのうえ，人手不足で手入れがいきとどかないとい

うようなことが原因でしょうか。

今関それも一つですが，マツタケの出やすい森林の

面積が減ったことによるのではないですか。適齢期の林

が少なくて，老齢林が多い。

伊藤シイタケには問題もありますが，マツタケは今

のところいくら採れても生産過剰で困るということはな

いですね。

浜田10,000tを目標にしてもいいですね。増産する

ためには金をかけなくてはいけません。シイタケも相当

人手と金をかけているのですから。広島県で発生時に日

照りが続いた際，設備がしてあったので瀧水したところ

非常に効果があったという例があります。

今関確かに水をやれば，増産はみこまれますが，広

大な山にポンプやスプリンクラーを設備したり，大投資

をすぁのは非常にむずかしいように感じますが。

徳本そこでですね，マツタケの増産を図るためには

金をかけねばならないという浜田先生のお話しですが，

私が林難試験場関西支場におりました時にマツタケ林施

業に関する連絡試験を始めることにしまして，現在も続

いておるわけですが，これはマツタケの増産も一つの目

的ではありますがマツタケの発生機構を追求していくこ

とによって，森林の土壌と林木のつながりというものも

明らかになってくるだろうということが考えられます。

マツタケに関しての研究は手はじめとしてまずこの辺の

ことから入っていくのが妥当でばないかと思っているの

です。このことに関しては両先生にいろいろご指導いた

だいたので，ご存知のことではありますが。

浜田森林の主人公は地上部の木ではなくて土壌だと

私は思うのです。地面の下のことを知らずに上ばかり見

て歩いても林学は発達しないと私は思うのですが。

今関私も前からそのことを考えていたのです。マツ

クイムシとかカラマツの落葉病も地上部の異変現象です

が，たどって行くと根に原因がある。土壌にあるといえ

ますね。木の健康を左右するのは根であり，そのまわり

の土壌に注意を向ける必要がありますね。ヨーロッパで
8
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第17回日本木材学会のスケジュールの一つとして4月

4日'0時から東京大学農学部にお､)て，組織と材質の研
究会の運営担当により，上記テーマに関するシンポジウ

ムが開かれた。林地肥培，短伐期林業によって生産され

た木材がどのような材質を持ち，どのように利用される

‘かという問題は現在の日本の林業の大きな問題点の一つ

･であり，その意味でこのテーマは意義があったのである

.;が，いささか準備不足の気味もあり，話題提供者の数も

多すぎて討論に十分の時間が持てなかったのは残念であ

った。しかしながら予定時間を30分以上超過して午後4

塒40分に閉会するまで終始満員の盛会であった。

以下，紙面のゆるす範囲で話題と討論の概略を紹介す

為。

話題

1．スギ肥培木の材質について畔柳鎮（岡山大腿）

和歌山県および岡山県下のスギ肥培木についてその材

質を調べた。

(1)肥培木の年輪幅は対照木の約2倍近く広いものが多

言かつたが，細胞の大きさに差はなく，細胞数が年輪幅と

直線的な関係で増加する。(2)肥培木に偽年輪が多いこと

は，本数，幅，細胞数いずれの面から見て亀明瞭であっ

たが，偽年輪細胞と夏材細胞を加えた厚膜の細胞の合計

と年輪幅の比は対照木と差がなく，したがって容積密度

数には大きな差はない。(3)強度的性質は曲げと縦圧強ば

＃肥培木が弱く，横圧ではその差はわずかで，板目方向で

fばむしろ肥培木の方が強い。曲げ弾性には差が認められ

なかった。

2．カラマツおよびポプラの材質と利用

小野寺重男（北海道林試）

短伐期造林木としてのカラマツカも得られた心持角は
未成熟材部からなっており，その比重はカラマツの最下

限品質となる。心持角材は同一林齢では胸高径の大きな

林木から採材された角材ほど，地上高の高上位置から採

材された角材ほど“ねじれ”は大きく，樹心部の生長の

よい林木から採材されたものは曲りが著しく大きい。カ

ラマツ造林木は素材の曲がり，偏心，死節などが他の造

林木より大で欠点の発生しやすい性質があるから，利用

上ではその取扱い方に注意を要する。カラマツ挽板を集

成接着して欠点の少ない角材の製造をこころ錘，目的を

達することができた。

6種類のクローンの改良ポプラについて，強度，比

重，収縮率，繊維長の測定と耐久試験を行ない，また繊

維板，合板の製造試験を実施した。

3．アカマツの材質，とくに成熟過程に関連して須

藤彰司・斎藤久夫・石原重春（林試）

アカマツの1林分を胸高直径階，比重階ごとに3区分

L,総計33本の胸高円板について仮道管長，容積密度

数，年輪1幅，晩材率などの材質指標を検討した。大部分

の個体で容積密度数，仮道管長などの髄から外方への変

化は15～20年を境にかなり安定した値を示すようにな

る。つまりこの林分では大体25年を過ぎれば成熟材と考

えられよう。未成熟材部の容積密度数と成熟材部のそれ

との間，および各個体の未成熟材部仮道管長と25年以上

の各年輪の総平均値との間にはそれぞれ高い相関関係が

あり，未成熟材部の材質指標の値により，成熟材部のそ

れが推定できる可能性が考えられる。

4．スギ容積重と樹齢との関係深沢和三(岐阜大農）

4系統の造林木と2系統の天然木のスギについて樹幹

内の容積重の分布を調べた。容積重は年輪数に関係な

く，髄から･5～7cmの距離まで，ばらつきは大きいが

鱈ぼ直線的に減少しているのが認められ，それより外側

では根張部を除きゆるやかに減少するかまたはほぼ一定

の値をとる．。スギの未成熟材領域は生長様式，年輪数に

関係なく髄を中心として半径5～7cmの円筒形で示さ

れるよ．うに思われる。

5．．針葉樹仮道管寸度の樹心より外方への変化佐伯

浩（京都大農）

仮道管の長さと接線方向の直径は樹心から外側に向か

い，始めの数年は急速に増大し，さらに幾年か漸増した

後ほぼ一定で経過する．。細胞膜の厚さでは，早材仮道管

の平均値は一定の変化傾向を示さず，晩材仮道管の平均

値は始め増加しその後樹種によってやや減少するか，そ
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のまま経過する。早材の細胞膜率は樹心で高く外側に向

かって減少し，早材の比重も同様の傾向を示す。年輪の

性状は一般には生長ホルモン，光合成などの因子の影響

が強くあらわれるが，樹心付近の未成熟材部にあって

は，その他に特に形成層始原細胞の成熟現象が潜在的に

関連している。‘

6．未成熟材の特性（総説）渡辺治人

樹木の形成層の紡錘形始原細胞は新生してから10～15

年まではその長さがいちじるしく伸び，その後は比較的

安定する。このような未成熟期の始原細胞によって形成

された樹幹内部の，髄から10～15年輪までの木部を未成

熟材と定義するJこのような未成熟材部が持つ特性を調

べる．ために，まず，材質と関連のある構造的指標として

(1)密度，(2)セルロースとリグニンの含有率，(3)セルロー

ス結晶度,(4)2次膜中層のフィブリル傾角,(5)繊維の長

さと膜厚，⑥施回木理,(7)エーテル可溶部の含有率を選

び，また構造用木材の品質指標として(8)静的ならびに動
的の氏ヤンク率と比強度，(9)縦乾縮率，⑩気体の透過性

を選び，これら指標の樹幹内における半径方向の変動を

調べた。さらに原料用木材としての未成熟材の品質検討

のため⑪硬質繊維板の製造試験（卿製紙用パル需プと紙の

製造試験を行なった。

以上の結果次の諸点が明らかになった。

(1)樹幹のすべての検断面において，材質に関連のある

木材の構造的指標は，髄から外方へ10～15年輪までの未

成熟部ではいずれもかなり直線的に変化して安定しな

い。10～15年輪から外方の正常な成熟材部では指標は多

少とも安定する。

(2)一般に構造用木材としての力学的品質ならびに寸度

変化に対する品質は，髄に近い木部で低く，外方へ向か

って次第に向上し，成熟材部に達して安定した高い品質

を示す。

(3)気体の透過生から見て，スギの未成熟材の』心材部と

成熟材の心材部では薬品注入の難易にあまり差はない。

(4)スギの未成熟材部は成熟材部に比較して硬質識僅板

原料としては一般に収率も製品の品質も劣る。スギの心

詞化した未成熟材部は製紙用パﾙブの原料として収量も
紙の質も一般に劣るが，心材化していない未成熟材部は

収量がやや少ないが紙質は成熟材部のものより優る点も

ある。

(5)未成熟材部と成熟材部の質の差は針葉樹でいちじる

しく，広葉樹ではあまりいちじるしくない。

(6)スギでは，早期生長の速い品種でも，肥培して早期

生長を早めた場合でも，髄から10～15年輪までは常に未

成熟材の特性を持ち，同じ樹幹の成熟材部より材質は劣

処

る。生長の促進が未成熟材の品質に及ぼす影響よりも暁

樹木個体がもつ遺伝的影響の方が未成熟材の品質を大き

く左右するように見える｡

これらの成果から見ると現在の日本の林業が主要課題

の一つとしている針葉樹の短伐期林業は伐期が短くなる

ほど未成熟材部の比率が大きくなるのでパルプ用材以外

は好ましくない。しかし，材質以外の理由から短伐期林

業が必要であるならば，未成熟材の特性をさらに詳細に

検討して，早期生長が速く，しかも未成熟材部の品質が

比較的良好で壁と質を両立できるような林木改良計画の‘

樹立が要求される。

討論

Q肥培スギに特有の材質と報告された性質のなかには

オピスギなどのように生長良好な天然スギに共通するも．

のもあり，施肥による直接の効果かどうか疑問の点があ

る。材質指標におよぼす施肥効果を検定する際の対照木

のとり方がきわめて困難であり，この根本問題が解決さ

れなければ肥培木の材質に関する詳細な論議はむしろ無

意味ではないか。現段階では真の意味での対照木を得る

ことは不可能である。

○未成熟材部の材質指標を調べる際，第1年輪の部分

ば非常に不安定でばらつきが大きいから第1年輪を除い

た資料を用いるべきではないか。

‘○未成熟材部の領域を容獄重のような複雑な因子が関

係する指標を用いて決めるのは問題であろう。

○短伐期造林木ば未成熟材部が主となるため品質が劣

るという結論になるが，そうであるとしてもそれをどう

カバーしてゆくかという所に林産の立場での問題があ

る。幟造材としては不向きであるが，パルア用材として

はあまり問題はないであろう。

○従来の糖英樹はマクロ的形質で選ばれてきたが，今

やミクロ的形質で絞る段階にきていると思われる。その

際何をインディケータ一として選忘かを考えるのは林産

の領域である。

以上のほか種左の議論があったが，たとえば未成熟材

部の領域が樹心からの距離に支配されるという見解（話

題4）と距離に関係なく年輪数に支配されるという見解
（話題3，6）の対立ががあったにもかかわらず，討論

がその点に及ばないうちに時間超過のため閉会となった

のは残念であった。なお，座長は渡辺治人，加納壷の2

氏であった。

竪驫
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まえがき

昨年の6月，この講座が始まってから1年間，土壌の

物漣弛,化学的,形態的性質その他,:いろいろの角度か
ら森林土壌の解説が行なわれたが，最後に，適地適木を

解説して，この講座の結びとしたい。

土壌の調査，研究は，それ自身，多くの目的をもって

おり，その成果の応用範囲も広いが，林業の立場から

は，適地の判定，適木の選定，あるいば林木成長の予測

など，直接生産に関連をもつ問題に重点が置かれるのば

当然のことといえよう。

適地判定の技術力鍾視されるのば，林業に限られたこ

とではない。股業，園芸など，土地を基盤とする生産に

おいても同じことがいえる。ただL林業は，他の土地生

産業にくらべて，集約な管理のしにくい条件下におかれ

ており，しかも収穫までに長年月を必要とする。も脅し適

地の判定を誤まって造林すれば，文字通り，40年の亦作

という結果を招来する。農作物ならﾙ翼1年かからずに収

穫できるし，数年耕作を続ければ，その土地のくせ‘もよ

くわかり，もし思わしい収穫が得られなければ，施肥改

善，土地改良などの工夫も生まれてこよう。林業でば土

地改良どころか，耕転,施肥といった農業では当然行な

われる栽培技術さえとり入れ難い環境にあるのだから，

土地条件の適否が直接，生産を支配する要因と灌る。こ

う考えると，林業は，土地を利用する産業として，弓いか

艇も策のない止うな感じになるが，土地に応じて造林樹

種を選ぶ，適木の選定が林業の大きな特徴といえるだろ

う。たとえば,肥沃な土地にはスギを植栽して,､30冬50

－

年でなるべく多量の収穫を期待する。肥沃度のやや劣る

土地にはヒノキを植え，伐期をもう少し延ばして収穫す

る。さらに情せた土地，乾燥地には，これら不良条件に

よく耐えるアカマツ，クロマツを造林する。また高冷地

にはカラマツ。清悪地には人工栽植を控え，その土地に

生立する樹種のうち，最も利用価値のあるものの更新を

はかる。このような適地の判定，適木の選定により，ど

んな土地でも，その土地のもつ潜在生産能力を十分に発

揮させることが肝要である。

地位指数

林地のもつ生産能力はどのように表わしたらよいか，

筆者は十数年前，土壌条件と林木の成長に関する研究を

始めたとき，この問題をいろいろ考えてふた。われわれ

の知りたいことば，ある土地にスギを植えたとする。こ

れが収穫時にどのくらい成長しているかである。伐期

は，スギ，ヒノキ,，マツなど樹種によって違うものでは

あるが，適雌判定，適木選定の立場からは，なるべく統

一することが好ましいので，林齢40年を基準年齢にとっ

た。つまり，植栽してから40年後の成長量でその土地の

生産能力を比較しようとするのである。次に成長量の表

わし方であるが，単位面積当り，一定期間（40年間）の

収穫量で表わすのが最も望ましい。しかし，この収種量

憾，植栽密度，間伐の仕方によって違ってくる。また，

実際に林分を調査したとき，いろいろな困難にであっ

た。たとえば，52年生のヒノキ林分を調査したとする。

調査時点の材積は測定できるが，林齢40年の基準年齢に

引き戻すことができない。そこで，立木密度，間伐など

によって影響を受けることの少ない樹高を成長の指標

にした。すなわち，林齢40年の上層木の樹高(m)を地

位指数と呼び，林地の生産力を表わす指標にしたのであ

る。この方法は米国などでよく使われており，コイルは

テーダマツその他の天然生林について，基準年齢50年の

樹高（林冠形成木の平均樹高を）フィートで表わし，地

位指数としている。調査林分の林齢と樹高から，基準年

齢（40年）の樹高を推定することば，材積を推定するこ

とよりはるかに簡単である。

樹高による成長表示はなにも新しいことではなL､。わ

が国の収穫表も樹高による地位区分を行なっている。た

だしこの地位は地方ごとにその基準が違っている。秋田

地方のスギ林の1等地は他の地方の1等地と同じではな

い。もちろん鐡種によっても大きく違っている。これ

は，林地の生産力予測あるいは適木選定に関して，林木

成長の量的比較に不便が多い。そこで，あえて等級区分

によらず，樹高成長をそのま誉林分成長の尺度としたの

である。
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近年，造林関係の研究が進み，林分密度管理国ができ

あがった。これによれば，樹高から,ha当りの林分材

積が推定される。収穫表を変形することによっても樹高

から材積は求められる。いずれにしても，林地の生産力

は地位指数で表わし，もし材積を推定したいときは，林

分密度に1つの規定を与えて，地位指数を材積に変換す

ることが，一見迂遠なようでも，潜在生産能力を比較す

るうえで誤まりの少ない方法だと考えている。

適地判定

林木の成長に関与する自然環鏡要因は実に多岐にわた

っており，これらをすべて考慮に入れな､,と，正しい適

地の判定はできないわけだが，現実の問題としては，多

数の要因を整理して，なるべく少数の重要な要因をぬき

出すことが肝要である。こうしておけば，適地の判定基

準を作ることにも，林木の成長を予測するにも便利であ

る。ただし，どの要因が重要であるかは，樹種によって

異なるのはもちろんだが，地域による相違が大きい。た

とえば，北陸地方では，雪害に関連して地形，傾斜が重

要因子になるであろう。また，中部山地では標高の影響

を重視しなくてはなるまい。こうなると，適剣畔0定技術

を解説するには，樹種別，地域各論に入らなければなら

なくなる。本回は，そのような頁数も準備もないから，

土壌環境条件を中心にして適地判定の例を2，3あげる

ためにとどぬたい。

カラマツカラマツはスギ，ヒノキ，アカマツなどよ

りはるかに高海抜，寒冷地に生育し，成長も早い。この

利点が買われ，戦後の拡大造林の奨励とあいまって，高

冷地のカラマツ造林は急速に伸びた。しかし，この樹種

の造林の歴史は浅く，適地判定の知識に乏しいため，各

地に不成績造林地があらわれ，赫業上重大な問題となっ

た。そこで数年前，称業試験場では，この問題を解明す

るため，北海道，詞と，中部地方などでカラマツ造林地

の実態調査を行なった。そのうちの1つ，長野営林局，

上田事業区の調査結果を例にあげよう。

調査地は八ケ岳の北部に位し，美ケ原（2034）一霧ケ

峰（1925）を結ぶ稜線の東，北斜面である。約600haの

カラマツ造林地から，92カ所の林分を選び，林分の成長

〈地位指数）と土地条件とを調べた。調査の目的はいう

までもなく，カラマツの成長と土地，環境条件との対応

を求め，適地判定の資料とすることにある。環境条件は

標高，土壌，地形など8項目に分け，さらに各項目をそ

れぞれいくつかのカテゴリーに整理した。たとえば，標
〆

高の項目は,1,200m以上1,400m未満,1,400m以上

1,600m未満1,600m以上の3カテゴリーに区分し

た。カテゴリーの数は全部で39箇となった。
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この39簡のカテゴリーを電子計算機によって，数量化

し，要因解折を行なった結果，第1図に示すような結果

を得た。

8項目のうち，カラマツの成長（地位指数）に最も大

きな影響力を持つものは，標高および土壌構造であるこ

とが，第1図から認められる。次に影響力の強い要因

は，堆積区分,A1層厚（土壌型別),腐植含量の3項目

であり，方位，傾斜はほとんど成長に関与していないこ
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第亘図土壌瀧這蝋力が1－9ｽｺｱ比較
とが知れる』ここに，偏相関係数とは，各項目と地位指

数との偏相関を示し，レンジとは，1つの項目のうち，

最大スコアのカテゴリーと，最小スコアのカテゴリーの

スコアの差を表わす。重要項目のスコアを第2図，第3

図に例示する。

標高のスコアは,第2図に示したとおり，1,200～1,4

00mが最も大きく,1,400～1,600mが中庸,1,600m

以上が最も小さい。

土壌構造のスコアは，第3図のとおり，表層（深さ'0

cmまで）が団粒状で，下層（深さ30cm付近）も団粒状

構造の土壌が最も高く，下層がカベ状の土壌は最も低

1J,。

この要因解析の結果は次のように解釈される。わずか

1,500haの狭い地域から資料を集めたのであるから’標

高は気象条件，とくに気温をあらわしていると見てよ

い。この地域で，標高1,600m以上といえば亜高山帯に

入る。平均気温は5°Cぐらいと推定され，かなり寒冷

な気候と考えられる。もちろん，カラマツの天然林はさ

らに寒冷な条件下にも生立しているが，人工植栽の可能

な気温の限界に近づいていると一応考えた。しかし，後

で詳細に検討して馨ると，必ずしも気温だけの問題でば

ない。標高が高くなると，地形が変わり，土壌も違って

くるし，風の当たり方も強いbこれらの要因が標高に反

映していることが認められた。

この地域は厚い火山灰におおわれ，土壌はすべて黒色

土である。翰生黒色土はほとんどが分布がなく，大部分

がBID型に属する｡このため'カラマツの成長に対して’

土壌型区分はあまり大きな意義をもたない。それよりも

一二■

！
Ｉ

濡筒"Z

。藤地区・添胃遮唾

撫図塾瑛鐵･課脅列力苧乏シの成蕊
‘一読野謄洗萄‘上百事索区一

黒色土では構造の発達程度が重視される』その理由は，

一般に黒色土は撒造の発達していないものが多く，極端

なものはカベ状を呈し，通気|生，透水性など物理I生が著

しく不良である。第3図からも明らかなように深くまで

団粒状構造の発達した土壌は高いスコアが与えられ，下

層のカベ状の土壌は著しく劣る。この傾向は他の地方に

も認められ，カラマツの通性の1つといってよい。

要因解析の結果から，椛造を主体として土壌型の再区

分を行ない，これと標高区分とによってカラマツの成長

をあらわすと，第4図に示すような，明らかな対応が見

られる。この図からすぐわかるように，最も成長のよい

BIE型土壌（深くまで団粒状構造のよく発達した，弱湿

性黒色士）は標高1,600m以上の地域には存在しない。

また，最も成長の悪いBI(ms)型（深さ20以下がカベ

状，堅密な黒色士）は1,400m以下の地域には分布して

いない。BI(ms)型は，和田地区にのみ分布している

が，この地区の地形が広い山頂平坦面をなしているため

である。なお，和田地区が扉地区より成長の劣る理由に

ついては，このほか，風の影響を考えている。すなわ

ち’扉地区は，北，西，南を尾根に囲まれた谷地形にカ

ラマツは植えられていて，風に対して保護されている

が，和田地区は風の影響を強く受ける山頂面であるか

ら，カラマツは風衝地状有の樹形を示すものが多くみら

＝

タ
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るいはSW,SEに面していた。植栽の標高限界付近に

おいては，もし気温が限界要因になるのであれば，北面

と南面との差は大きい。古くからの林業地では長い間の

経験で，スギ林をしたてるのに北面を選ばなかったの
『

か，あるいは植栽しても成林しなかったのであろう。標

高800m以上1,000m未満の調査林分23カ所について

も，北面はわずかに1カ所jNE,NWも例ほ少ない。

もちろん，この認査が完全なランダム法に従っているわ

けではないから，見逃した林分もあるとは思うが，標高

区分だけの単独要因をとりあげても-fe分な解析はできな

いといえる。もう1つつけ加えるならば，標高の高い地

私,.改めZjこの樹種が風墜弱いことを感じた。

！ス‘ギスギは日本で最も普遍的に造林されておwり，そ

の歴史も古く，いままでに多くの研究がなされてきた。

これらを要約すると，スギばかなりぜいたくな鮒種で，

水湿に富む肥沃な土壌を好む。また，適地のはぱが，他

の樹種より狭く，不適地に植えると著しく成長が劣る。

したがって,この蝿の造林適地判定が実用生最も重要
な問題となる。現在筆者らは，スギ林の成長と土地条件

について，多数の研究資料調例をもっているが，ここ

では秩父地方，天竜地方の例をあげる。

第'表スギ林の成長(地位指数）
に対する要因解析

一一秩父・天竜地方一一
一一

要因項目｜偏相関係数｜レンジ
土I壊型0.7519．74
腐植含量0.4983．62

地質・母一材0.4942．53

地、域、0.3901．65

地形．0.3303．40

傾斜0.2843．52
4

標高0.2612,.15

A層厚。0.2041．28

土層堅密度0.1821．22

土性・石礫0．1110，50

方位0．0920．49
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筆者ら，制試土壌調査部では，昭和38,39年に，秩父

地方，天竜地方において林地土壌生産力に関する研究を

実施した。このとき，130余のスギ林分を調査し，土地

条件とスギの成長（地位指数）との関係を，前述のカラ

マツと同様に解析した。その結果，スギの成長に最も大

きく関与している要因は土壌型区分であることが知れ

た。これに次いで重要な要因は腐植の含有鐘，地質・母

材,地形などであるが,これらは偏相関0.5よりも低く，

土壌型の重要性にはとうてい及ばない。各要因の成長に

対する関与率を第1表に示す。

この調査結果によれば，標高はあまり成長に関与して

いない。この地域ではスギ造林の限界標高を一応1,000

mぐらいと想定し，秩父では1,000～1,200mの林分を

8カ所，天竜では1,000～1,100mの林分を6カ所調査

した。標高1,000mをこすと，見掛け上，成長は劣って

いるように思われたが，標高の高い場所は，土地条件も

よくない。このことの方が成長により大きく反映してい

ると解釈される。

ただし，ここに1つの問題がある。1,000m以上の調

査林分のうちに，北面のものは1つもなく，全部Sかあ

死〃）

残渡
apla)

旬行

夕屋反〃

瀞了
錘
鰄

土瑠型 晶・ββ βc

・湫父地方。天竜地方

第互図土兼型とスギ､鉢の戒展

域で，もし寒風害，凍害などが問題となるならば，さら

に地形的位置を考えに入れなければならない。気象条件

は林木の生育にとって重要な要因ではあるが，個左の林

地について，これらの適確な判断はなかなか困難なこと

であり，標高，地形的位置，方位，傾斜などによって類

推していくことになる。この場合，もっと総合的な区分

を，今後考えなければならない。

この点，土壌型は土壌条件の総合的区分といってよい

。この連続講座でいままでに述べてきたように，土壌型

は土壌の無かれている水分環境を基盤にして分類されて

いるが，単なる土壌の水湿区分ではない。理学性，化学

性，肥沃度など多くの土壌条件との対応が明らかにされ

ている。土壌型に堆積様式を加えた区分は，この区分単

独でもスギ林地位指数との相関が著しく高い（相関係数

0.792）。

一
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、土壌型とスギ林の成長は第5図から明らかなように，

BE型土壌における成長が最もよい。BD型土壌はこれに

ついで良い。なかでも崩積土はBE型に近い良好な成長

を示している。また,BA型,BB型,BcI型，はスギ造

林の不適地ということができる。なお，これら乾性土壌

の調査資料が少ない。不適地の造林例の少ないことは当

然だが，資料価値ほ高いので，いろいろ探して象ると，

植栽しても，あとから天然更新するアカマツその他に被

圧され，成林しない例がいくつか見られた。

適木の選定

いままで述べてきた適地判定は，樹種を主体にして，

それが十分に成林し，良好な成長を期待できる土地条件

の解明に主眼がおかれた。したがって，成長の良否が適

地か否かを判定する基準になる。樹種がきまっているの

だから，成長の比較はむずかしいことではない。先に述

べたように，地位指数で十分に比較することができる。

これに対して，適木選定の立場は，土地に主体をおい

ている。その土地に最も適した樹種をきめるための基準

ば，同一樹種間の成長此較のように簡単ではない。成長

量の最も大きい樹種を選夢ことばもちろんだが，さらに

材価，伐期なども考慮に入れなければならないし，場合

によっては土地保全の面から評価する必要もあろう。し

かしながら，1つの土地に対して，各樹種がそれぞれど

のように成長していくか，成長を予測することが童ず先

決問題である。この点は適地判定と根本的に【ま違いはな

いが，ただ，違った構種間の成長を，地位指数（樹高）

で比較しても意味はない。そこで，安藤の林分密度管理

図により，地位指数をha当りの材積に換算した。

成長予測の方法に関しては，数年前，統計数理研究所

の肝煎りで当林業試験場は，「土地環境要因の数量化に

よる地位指数推定法」を開発した。現在，国有林ではこ

の方法に基づく調査事業を行なっている。

適木選定に関して最も普遍的な問題は,スギ,ヒノキ，

アカマツの植えわけであろう。これについて，山陰地方

における調査例をあげる。筆者らの行なった調査資料

と，大阪営林局で作ったスコア表に基づき，島根県で現

在行なっている林地生産力調査の資料を参考にして，1

つの土地に対する3樹種の成長比較を試桑た。土地の区

分はいくとおりか試みたが,そのうち,土壌型ごとの成
長比較を第6図に示す。

乾性土壌(B△。BB型）では，スギ，ヒノキの成長は

アカマツに及ばないばかりか,成林しないものさえある。

安全度から考えてもアカマツの方がはるかに有利だとい

える。弱乾性土壌(Bc・BD(d)型）では，アカマツと

ヒノキの成長差がやや小さくなる。材価を考えると，上

Ｉ
錘
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泌
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帯ざ図土壌型と戒ギ,ﾋﾉ封,アカ謹ツゥ成長
（壷ﾎ選良り”の-識字一叫敵班カー)・

雄提愈が鍼I""馬凝置淫図･竜蕨趣
催蒸)にｴる

ノキの方が有利とも見られる。BD型残穣土ではヒノキ

の成長率が一番大きいから問題なくヒノキが適木と考え

られる。BD型,BE型はいうまでもなくスギを選夢べき

である。なおヒノキはBD型土壌よりBE型土壌の方が若

干成長はよいが,BE型土壌では根太り（トックリ病）が

目立ち，材質は劣る。また，アカマツは土壌型による成

長の差が小さい。これはこの樹種の特性ではあるが，乾

性土壌の成長量がやや過大の感じがする。乾性土壌では

天然更新によるものが多いと思うが，うまく誘導すれば

この程度の成長は期待できるのであろう。

伐期に相違のある3樹種の成長を同一基準年齢(40年）

で比較することに，多少の矛盾は感じられるが，適木の

選定に関して，各樹種の期待成長量の比較を前提としな

ければ合理的な林業経営は望めない。

おわりに

土地，環境条件から林木の成長を予測する方法はまだ

まだ開発，改善の余地が多数残されているが，土地条件

の1つの総合と見られる土壌型区分は林木の成長と密接

な関係をもつものである。長い間，大勢の努力によって

続けられてきた国有林野土壌調査，民有林適地適木調査

がようやく終了に近づき，日本の森林土壌の実態が把握

されるようになったが，今後はこの成果を十分に活用で

きるよう，土壌の生産力的評価に関してさらに一層の試

験研究を推進していきたいと筆者らは念願している。

胃今
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森林生態研究ノートから

四手井綱英

〔京都大学農学部教授〕
旬

｡

たらないということにもなる。熱帯のジャングルはスキ

間なく木が生えているように思っているが，これでも林

木の占める面積はせいぜい0.6影にすぎなかった。これ

はおどろくべきことであろう。

さらに’胸高断面積合計の大きい樹種，小さい樹種を

比べて承ると，大きい樹種は比重が軽く，小さい樹種は

比重が重い傾向がみとめられる。上記のスギ，ヒノキ，

マツ類の比重を染ても，ちょうど胸高断面積合計と逆の

順序で大きい。

この両者を考えあわすと，森林の占める空間のなか

に，つめられる物質の量はその林分を構成する樹種如何

にかかわらず，ほぼ一定の極限値があるのではないかと

いう考えがうかんでくる。

そこで，いろいろな生育段階の各種森林の地上部現存

量（これは森林のもつ，葉，枝，幹の乾重量を合計した

ものであって，林学でいう幹の蓄積を一般に容積でいう

のに近い意味をもっている）を，その森林の占める空間

の体讃でわって染よう。この場合森林の占める空間の体

稜は林地の面識に上層林冠を作っている林木の平均樹高

を掛けたものとしよう。

そうすると森林の平均容積重，すなわち，象かけの比

重が出てくる。

ここにはくわしい計算をはぷくが，こうしていろいろ

の森林での測定値を計算して承ると，どんな樹種からな

る森林でも十分閉鎖して立木密度が充実さえしていれば

10～13kg/m3という値が得られる。

この値はおぼえておくと至極便利である。上層林冠を

なす林木の平均樹高さえわかれば,ha当りの現存量がた

ちどころに計算できるのである。10～13kg/m3は10~

13tons/m.haに当たる。すなゃち,ha当り，高さ1mの
空間に森林の現存量は10～13tonsあることになるか

ら，樹高20mの森林であれば200～260tons/haの現存量

があることになる。

どの樹種でもよいといったが，今までの測定結果で

は，カラマツ林とスギ林が多少この値からはずれる。カ

ラマツ林ば10kg/m3以下になり8kg/msぐらいしかな

胸高断面積合計

林分の競争密度効果については，もう各所に書いたの

でここではのべないが，この密度効果の研究をしている

間に，林分にはその生育段階に応じて，最多密度がある

ことがわかってきた。

最多密度というのはこれ以上いくら本数をつめようと

思ってもつめられない限度があるということである。人

によってはそんな馬鹿なことがあるかとも考えるが，林

分を構成している一本一本の木はそのもっている葉で同

化を行ない，葉ぶずからも生活し，さらに幹や枝や根の

同化をしない部分の生活をもささえているのであるか

ら，葉のふかけの同化とその他の同化をしない部分の呼

吸とが少なくとも釣合っていなければならない。葉の難

かけの同化量より非同化部分の呼吸による消謎の方が多

くなると，その木は早かれ晩かれ枯れてしまうにきまっ

ている。

葉の量はその木のわけあたえられている広さに大体比

例するから，木はその大きさに応じてつめられる限度が

あって然るべきであろう。

むちやくちやにつめれば，育たないにきまっている。

この各生育段階に応じた最多密度をむすんだ線を最多

密度線と呼んでいるが，この図から理論的に計算する

と，純林の場合胸高断面積合計には樹種ごとに一定の極

大値があるということがすぐに出てくる。

実際に多くの林分の測定値を集めて承ると，生育段階

如何にかかわらず，十分に密度の高い林分では胸高断面

積合計が一定になってしまう。

その極限値を私はスギ100m2/ha,ヒノキ80m2/ha,マ

ツ類60mg/haとよく書くが，この値は測定面稜の広さな

どから，やや過大に出た値で，大体この80％ぐらいが一

般の極大としてさしつかえなく，施業林なら60～70％で

ある。

この胸高断面稜合計の極大値の林分面溌に対する比率

を承ると’1影以下であることがわかる。いいかえると，

どんな密林でも99影以上は胸高部位でスキ間であるとい

うことになる。また林木の占める広さはわずかに1影に

一
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く，スギ林は15kg/m3以上になるものが多い。

この値は枝葉をふくんだ乾重童値で直按林業用にはな

らない。林業用には幹材積で獅種ごとの花を求めておけ

ば便利であろう。‘

この値についてはこの次に書くことにする。

私がこういったことをしばしば書くので，人によって

は不信の念をいだくらしいが，事実であることを保証し

ておこう。

胸高断面積合計が極大値をもつことは，その林分の胸

高断面積合計の大小により，林分の疎密を示しうること

にもなる。また間伐の一つの指標として，閉鎖林分で

は，常に一定の胸高断面積合計をもつように間伐を続け

ることもできるであろう。

成木に施肥しても胸高断面積合計がさほど変わらない

という報告があるが，これも当然でふえないのがあたり

まえなのである。

林野のけもの－東南アジアの野ネズミ

（27ページよりつづく）

てくるコブラが恐ろしいのである。コプラは猛灘なヘビ

で，マムシやハブの比ではない。それがヤシ園に多くな

るのであるから物騒な話である。いつも血清を準備して

おかねばならないが，実害はあまりないらしい。

マレーシアのネズミ駆除は側,ほかの国にくらべると進

んでいる』それは，イギリスが長い年月をかけて指導し

たからである。いまでも，シンガポール大学にいるジ画

ン・ハリソン教授が中心になって，この地域からボルネ

オにかけてのネズミの研究を行なっている。また，シン

ガポールの国立博物館（旧ラッフルズ博物館）には，数

千点の標本が保存されている。長いイギリスの研究をも

の語る遺産である。

垂

年大東京祭りとゑなと祭りに呼応して角乗り大会を

開催している。

最近の方法では，数mの30cm角材を使用して行

ない，種類としては，基礎である「地乗り」「手ぱ

なし乗り」「唐傘乗り」応用として「かわせ承」「駒

下駄乗り」2人相乗りで逆立ちする「相獅子」「神

楽乗り」などがある。（東京営林署滝田良介）

角乗りのこと

今から360年前（慶長8年）徳川家康幕府創設の

折，江戸城を大改築しそれに必要な材を三河地方よ

り筏にして海路江戸に送った。その功により木材商

の免許を幕府より与えられ同業相集まって今の木場

となったが，場所は何度か変わっている。

この木材商にかかえられた筏

師は，川並と称するが，これは

川の上の材をくるくる回転させ

お客に選別させるからであろう

か，この技術が「角乗り」の基

である。

木材業者の増加とともに川並

も増え必然的に技を競うように

なり，娯楽性も生まれていろい

ろの形態をつくり出してきた。

横須賀で軍鑑進水式に明治天皇

の天覧を賜ったこともあり，両

国橋の開通式等祝事に一般の観

覧に供した。

昭和27年角乗り保存会が設立

され同年「木場の角乗り」とし

て無形文化財の指定を受け，毎

I

１
１

垂

「かご乗り」角乗り大会最終に行なうもので最後に「かご」のお窓が落ちて水面に

浮き上がる時にはrお面lをして上がってくる

山 の生活
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東南アジア

の野ネズミ

』

「東南アジアのネズミを，われわれの手で撲滅しよう」

というのが，わたくしたちネズミ研究者のあい言葉であ

る。このたび，はからずも農林水産会議より，この方面

のネズミ調査を命ぜられ，カンボディア，タイ，マレー

シアならびにシンガポールに出張し，現地の被害状況に

ふれることができたので，今回はその視察結果をかかげ

ることにした。ただ，目的が水田のネズミ被害について

であったから，林業に関する調査はないといってよい。

もっとも，森林の被害そのものも，ここでは問題になっ

てはいない。したがって，このテーマは「林野のけも

の」シリーズには不適であるかも知れないが，いまや東

南アジアの事情を知らないで，わが国の農林業を論ずる

ことはできなくなってきた。その意味で，お読ゑいただ

げるならば幸いである。

カンボディアの農林業

カンボディアは完全な農業国である。しかも，米だけ

の単作国といってよい。鰯菜をつくらないこの国の農民

ば，野草で代用するし，都会人は果物をとることによっ

て補っているらしい。政府も米の生産がさがるから，野

菜の生産はあまり奨励していない。ここでは,1､マトな

ど貴重品の部類である。

栽赫は目下のところ伐採だけで，造林にはおよんでい

ないらしい。造林するならゴムを植えるのが有利と考え

ているようである。森林ば南ベトナムに接する池或にあ

って，おもにチーク材である。伐採したものばメコン河

に流して下流に運んでくる。首都プノンペンあたりで

は，トラックの車体に厚いチーク材が用いられている。

先年，わが林試の原撒瞳部長一行が，この国の資減調査

を行なった。その

調査報告は，カン

ポディア側でも高

く評価していた。

プノンペンにある

カンポディア大学

には，昨年度から

股学部が設けら

れ，いまその施設

の充実を図ってい

るところである。

建国わずか10年の

この国は，ちやく

ちやくと基礎をか

ためつつある。

カンポディアの

ひろびろとした平立地条件は，米作りに最適である。ひろびろとした半

野，なるほど地球は円いんだな，ということがわかるほ

どの広がりである。プノンペンをでて，タイ国境にいた

る約400kmのあいだ’丘らしいものは小高いのが2,3

しか見られない。そのほかはすべて水田なのであるか

ら，日本の越後平野など，象みつちいものである。も

し’ここで機械化された日本式農業が行なわれるなら

ば’東南アジアの食糧不足はおろか，日本の輸入してい

る約100万トンの米不足など，たちまち解決してしまう

ほどの広さである。

さて,ここにすむネズミは大きい。体重はどれも500

グラムはあるから，日本のドブネズミの3倍である。こ

れが1日に自分の体重の雑～黙を食べるとしたら，その

被害は想像に寮さるものとなろう。考えてふても，ぞっ

とする思いである。このネズミはドプネズミに近い種類

であるから，水のある近くに生息している。このためイ

ネとは切ることのできない深い関係をもつことになり，

被害が発生するのである。とくに，在来系のものより台

湾やフィリピンから導入した’いわば日本人の口にあう

米を多く食害する傾向がある。これは将来において，日

本向けの米を作ってもらうのに大きな障害になるであろ

うから，ネズミの被害については特別な配慮が必要にな

ってくる。

カンボデイアの米作りは，年に1回である。6月の雨

期のはじめに田植えして’12月に収穫ずる。いまの収穣

量は1haあたり1～1.5tで，きわめて低い。もっとも

田植えはするが’除草も施肥も行なわないのであるから

当然かも知れない。すべては，天の恵難に待つわけであ

る。もし，ここで日本式の艇業を行なえば，たちどころ

－26－

今
、LG

一



一、

間屋

に1haあたり4～5tの収穫は可能なのであるし，年3

回の作付を行なうことができる。要は水なのである。

この地域の気象条件はきびしい。夏も冬もないかわり

に，雨期と乾期がはっきりとしている。雨期は6月には

じまって12月に終り，乾期に移る。乾期の6カ月は一滴

の雨も降らないから，水田はたちまち砂ばくのようにな

ってし室い，地われができてし室う･このような気候の

変化にもとづく環境の移りかわりによって，ネズミの生

息状態も著しく変化するらしく，かれらは水のあるとこ

ろを追って移動するらしい。ちょうど，アフリカの草食

動物が草を追って大移動して行くのと同じである。プノ

ンペンの北西方,約350kmにあるバッタシバンには，日

本・カンボディア友好農業センターがある。これはカン

ボディア政府が対日賠賞権を放葉したお礼に，日本政府

が贈ったものである。ここには数名の研究者が農林省か

ら派遣されている。そして，乾期の悪条件を克服して，

この時期にも収稜するための研究と，日本人のロにあう

米作りに努力している。このイネがネズミの好みにもあ

うから，その被害は著しい。どうやら，日本人とネズミ

の好みは同じであることがわかる。

ヤシを食うネズミ

タイ国でのことである』バンコックの付近で，ココナ

ットヤシの実がネズミに食われるので調査に行った。あ

のかたいヤシの実が，しかも高いところになっているも

のが，どのような被害をうけるのか興味ある問題であっ

た。バンコック市から南へ約50km,海岸ぞいの水田地

帯に接した約1万In2ぐらいのヤシ園であった。ヤシは

もぎとりの時期を迎えていた。ここのヤシは地上2mぐ

らいで，手がとどくほど低い。ネズミは樹幹を登った

り，地上にたれさがった葉を伝って侵入し，ヤシの実を

かじってしまう。それも熟した，もぎとりの2週間ぐら

いまえから集中してくるので，所有者は大困りである。

なにぶんにも，ヤシは米につぐ収入があり，米を作らな

い時期の収入源なのであるから，農民のネズミに対する

いきどおりは大きい。

タイ国の林業は，首都のバンコックに王室林野局があ

って管理している．その名は王室を冠しても，わが国の

林野庁と同じである。規模などは，日本の営林局ぐらい

か，やや大きい程度である。この国では，野生鳥隙の調

査や，狩猟に関することは林野局野生鳥獣課で行なって

いて，わが国の組織と同じであった。

林業の研究機関としては，それぞれの地域に林業試験

場を設けている。北部にあるチェンマイの郊外には，北

部林業試験場がある。この付近から標高300mぐらいの

丘陵地帯になり，やがて森林地帯になる。この試験場は

王室の離宮に隣接していて，職員も数名しかいなく，見

本林の管理がおもな仕事であった。この付近のﾎ櫛目は，

わが国の京都あたりのものによく似ていて，マツ林もあ

ればタケや夢もある。なだ，異なるのは3～4月にかけ

て落葉することである。しかし，1週間もすれば，すぐ←

新芽がふいてくる。乾期には，山火事もかなりあるらし

いが，消しには行かないで自然鎮火を待つらしい。観光

地など，煙草の吸殼から発火して雑木林に延焼しても，

そのままであるから自動車がその煙のなかを通ることも：

ある。焼けても，童たすぐ生えてくるし，生長も速いか

ら山は緑をとり返えすらしい。チェンマイからさらに奥

の山地に入ると，本格的な伐木作業をやっていて，ゾウ

が使役されている。マレーシアに近い地域には，南部林

業試験場が設けられている。

マレーシアのネズミ研究

マレーシアの水田被害も相当なものである。水にやや，

恵霞れているこの国では，乾期作も可能な地域が多い。

それだけにネズミの被害も大きいのである。首都ｸ;アラ

・ルンプールから函上方，約150kmにあるタンジョン

･カランは，水田地帯の中心である。ここは戦時中に軍

政府によIって開拓された殻倉地帯で，日本くさい水田で

ある。

ここのネズミも大きく，カンポディアのものに劣らな

い。雨期の増水に備えてか，水田地帯を走る自動車道路

の両斜面に巣をつくっていて，そこから水田に出動す

る。このため巣から水田にかけて，りっぱな通路ができ・

ている。それだけに防除はやりやすいであろう。東南ア

ジアのネズミは，乾期と雨期によって，その生息地域が

変化するから，この研究を行なえば駆除の実藏はかなり，

あがると考えられる』

水田についでは，油ヤシの被害もかなり多い。マレー

半島のゴムは，あまりにも有名であるが，いまは斜陽産

業である。人造ゴムに押されているからである。これに

代わるものとして油ヤシが登場している。ヤシには数種

類あるが，このヤシ健ヤシ油の原料となるから需要が多

い。また，ゴムでは30!年で伐採して新植しなければなら

ないから，その費用も容易でばないらしい。油ヤシの熟

する3～4月になると，どこからともなくネズミが集ま

ってきて，その実を食べてしまう。これを防ぐために，

ヤシの実のうえに燐(りん)化亜鉛の溺剤を散布すること

によって駆除している。

ヤシ園の悩承は，ネズミだけではない。ネズミを追っ

（25ページへつづく､）
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晩霜害を受けたカラマツの

回復経過調査

相馬稔

〔林野庁・森刺探険課〕

まえがき

『昭和39年5月は異常気象というにふさわしく，東京を

例にとると15日には最峨湿度14影，塑日には最高気温

31.4｡Cと，ともに気象庁開設以来という記録を示した。

ところが5月27日にば西高東低の冬型となり，高気圧圏

内に入ったため，夜間地面の輻射冷却によって極端な気

温低下が生じた。長野県開田村気象観測所のデーターに

.よると，27日最高気温24.5｡C,最低気温-3.4oCを示

している。これは百葉箱内であるから野外では最低－7．

IC位になったと思われる。

順調に耐凍性を高めたカラマツは，冬には-30｡Cの

凍結に耐えられるという報告もあり，凍害は受けにくく

'なるが，5月も下旬で林木の生長開始後であって，耐凍

･性は著しく減少していたため，長野県八ケ岳，浅間山

麓，木曽谷，岐阜県飛騨地方の特にカラマツ造林地が晩

霜害により甚大な被害をこうむった。被害の状況は，標

高800～1,400mに発生し，特に],000～1,200m付近が一

番ひどく，地形的には平坦地から傾斜15度以内の緩斜地

畷に多く被害が見られた。

このようなカラマツ造林地の晩鰯害による広鮠囲の被

害は，はじめての経験であるので，林業試験場の加藤菩

忠，井上桂の両先生に現地視察をしていただいて，今後

,の対策を検討するとともに，その後の調査等についても

､ご指導をいただいた。

11．調査の目的

、晩霜害を受けた被害木が将来用材として健全なものに

生長するか，あるいは将来経済的には価値のないものに

なるか，等をなるべく早く判断し，改植すべきものは早

く処置することが造林上必要である。また森林保険とし

ては，被害時に枯死しているものだけを損害とするのは

妥当でない。現在生きていても将来枯死するもの，生育

していても将来経済的に価値のないもの等は損害と見な

すべきであるが，被害後これらの判定をなす資料とか基

準がない。スギ，カラマツ，トドマツ等の凍籍害，寒風

害についての調査研究はあるが，凍害を受けた造林木が

患どのような回復経過をたどるかについて，追跡試験を行

なった研究はないようである。このような理由から，

1）被害木を被害型ごとに分類し，2～3年間現地で

これらの被害木の生育経過を観察し，改植基準の参

考資料とする。

2）森林保険としては，被害木の適確な損害判定の基

準となる資料が得たい。

3）カラマツの晩霜害に対して，災害防止上，なんら

かの参考資料を得たい。

以上のような目的で，被害激甚地の長野県木曽地方に

試験地を設定し，昭和39年から41年室で，生育経過を観

測調査することにした。

2．試験地の設定

①長野県西築摩郡開田村大学西野

カラマツ4年生調査対象本数82本

②長野県西築摩郡三岳村大学沢渡

カラマツ2年生調査対象本数117本

上記二カ所に試験地を設けた。両試験地とも拡大造林

地で，地況その他は表－1のとおりである。

表－1試験地の地況

今

’開田村試験地 三岳村試験地

《
一
一

標高1,000m

方位北西

傾斜5．～15°

位置頂上付近

地質，古生層・硬砂岩

土壌型褐色森林土,BD型

1,120m

南東

5｡～15．

山腹

古生層・硬砂岩

褐色森林土,BD型

なお両試験地の晩霜害による被害は，39年10月の調査

時での被害率は，開田村29.3影，三岳村12.6％であっ

て，開田村の方が林齢では高く，標高では100m低いの

に被害は激しかった。

3．試験の方法

39年5月27日に晩霜害にかかった被害木は，8月の酷

暑をすぎて秋頃になると，新芽より長枝が伸び樹勢旺盛

なもの，新芽は出たが伸長力謡く樹勢の弱いもの，枯死

したもの，等の区分が判然としてきた。そこで井上先生
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の指導により次のように被害型を分類した。

A型頂部伸長が認められる。

A』主軸が被害を受けていない。

A2主軸が被害を受け側芽が主軸に代わったもの。

B型頂部伸長が認められず，幹枝から長枝の発育伸長

が認められるもの。

B1側枝の長枝が伸長し代わって主軸となる可能性の

あるもの。

B2長枝がホウキ状になり主軸になる見込みの少ない

もの。

c型頂部,幹,枝から長枝の発育伸長は認められない。

C,樹勢比較的強く,将来伸長の可能性若干あるもの。

Cg樹勢弱く伸長の期待のできないもの。

D型枯死または枯死寸前のもの。

被害の状況を観察する場合には，全枯れ型，芯枯れ型

等の分類方法もあるが，回復状況に重点を置く本調査の

ような場合には，霜害後発生した新芽を中心にした上記

,の分類方法が有効であった。北大低温科学研究所の酒井

先生も，回復経過の調査に大体この方法によく似た分類

･方法を提唱されている')。以上の分類方法により両試験

地のカラマツを各被害型に区別し，一本ごとにナンバー

プレートをつけて，すべてカラー写真で撮影し，41年10

月までの生育経過を毎年10月に観察調査を行ない，被害

木の各年経過の回復状況を記録した。

4．調査結果

昭和39年から41年までの被害型の各年経過状況は，表

－2，表－3のとおりであった。晩霜害から全快して正

･常な生育と型を示したものばA1型にいれた。

(1)被害型別の回復結果

イ．両試験地とも，被害後2年目では被害木に大した

変化なく，回復するか悪化するかはっきりしなかった。

.ただし,C',C2型はその大部分が枯死した。

ロ．被害後3年を経過するとはっきりしてくる。大部

分のものはA型に回復する。一部のものは現状維持であ

るが，樹勢の弱ったもの樹型の悪いものは枯死し，被害

･から全快したといえる。

ハ.C1,C2型でA型に回復するものもあるが，例外と

もいえるようで,C型に属するものは，樹勢。樹型とも

に悪く将来健全な成長をするとは思えないので，造林上

では改植，森林保険では損害と見なした方がよいと思わ

れる。

A型,B型に属する被害木で，どのようなものが各年

経過後悪化してC型またはD型になるのか，反対にC型

の被害木のどのようなものがA型に回復するのか，その

原因ならびにその判定方法の決め手については，明らか

表－2被害型別本数の年推移状況

39年｜‘0年（5年生）41年（6年生）
%z)AllA21B!|B2CllC,DA1A2B11B21C!C,D
A11919114311

A21091172

B11313832

B244112

C]42211

C21813511]
D‘24

’計
一
期
９
猫
４
２
３

計|82119191131412131S|321:5111611313151
（開田村試験地

表－3被害型本数の年推移状況～

A,IA, 計
一
画
誕
辿
皿
３
１

103

（三岳村試験地）

にすることができなかった。

同一日時に凍害を受け，なぜA・B．C型と被害に強

弱があり，そしてその同一被害型のなかであるものは回

復し，あるものは枯死，または生存しても経済的枯死と

なるのか，その原因が林木個有の質的な違いによるもの

か，ミクロの気象上の差によるものか，今後実験を重ね

解明していきたいと思っている。

(2)各被害型別樹高生長

被害によって頂部伸長が認められないB型に比べ，頂

部伸長が認められるA型の方が棚高生長量が大きいのは

当然であるが，被害後3年を経過すると両試験地ともA

型,B型の樹高生長はほとんど差がなくなってくる。こ

れば凍害を受けてB型に樹型は悪くなっても，樹勢には

それほどひどく影響を受けてないようである。この点

B1型，特にホウキ状になったB2型等は無駄な側技を剪

定してやれば，将来健全に生長すると考えられ，この型

のものが最も剪定が有効でないかと思われる。

開田村は凍害の常襲地帯で昭矛"0年にも凍害を受けた

たあ，三岳村に比べ樹高生長は低かったが，狸年に回復

し正常な生長を示した。 鍼

樹高生長の各年経過の詳細，ならびに剪定試験につい

鐸

－29－

33 3‘I 扇聞■囚田 祠 7 10 2 1 7 2



蠅
蝿
華
》
｜

癖
悸
信
％
６
－
・
蝦

１
１

頼
一
ｐ
％
羽
幻

信
些
一
』
一
嗜

率
柊
彪
罎

鼬
“
“
“

率
一
副
副
璃

の
！
●
．
Ｋ
〆

０
０

擁
１
判
２
１

４
‐
怜
脾
ｌ
Ｌ
ｍ
峠
‐
峠
“

一
》
竿
砺
弱

表
鶴
皿
Ｍ
Ａ
Ａ
１
１

’
Ｋ
Ｍ

ても行なったのであるが，紙面の都合上省略する。

（3）各被害型別の枯損率

イ．枯損率の母出現率の信頼限界

われわれが知りたいのは，開田村，三岳村両試験地の

枯損率や回復経過でなく，これらの調査結果を利用して

今後の行動の指針となるような基準を得たいというのが

目的である。しかし，わずか2カ所の試験地の調査結果

から，全般的な推論を下すのは非常に危険であり，かつ

説明の不適切もあって誤解を招く恐れもあるので，一つ

の事例として受取っていただきたい。

枯損率（表－4参照）は，晩霜害の被害を受けて，調

査最終年度の41年10月までで枯死したD型，ならびに

C2型までを枯損と見なした場合の各被害型の枯損率で

ある。限られたデーターから普遍的な結論を得る一つの

試象として，両試験地の造林木を大きさ〃の確率標本と

象迂し，造林木について特性列(妙)を，枯死したものは

難(")＝0，将来健全な生長をするものをお(抑)＝lとす

為，各被害型は01母集団からなる離散変量であると規

定する。

両試験地が確率化された場からの抽出実験地でなく，

1有意選択された試験地である。しかし，両試験地の主な
選択理由は地理的に調査の便がよく，林齢の異なる代表

的な被害地であるという点から選択されたにすぎない。

また個煮の被害木については，3年後いかなる被害型に

推移するか，まったく予想がつかなかったのであるか

ら，被害木は確率化された標本，または無作為に抽出さ

れたと承なして一向さしつかえない。以上の考え方から

この試論を進め，各被害型の茄噸率の母出現率の信頼限
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注)Kう開田村議験地M；三岳村試験地

稗p§母集団の枯損率(d);有意水準、j標本数

kウ被害木本数

界を",F-分布を利用して求めたものが表-4である。

開田村，三岳村と試験地の場所，林齢は違っても，同

一被害型の母集団の枯損率の中央値は略を同じような値

を示している。同一被害型で母集団の枯損率の中央値や

信頼幅に差があるのは，試験地の立地条件，気象条件や

林齢が異なることが原因であるよりは，標本数の大小に

よる影響の方が大きいのではないかと思われる。たとえ

ば開田村のA2型の標本数"=10本，三岳村のA2型はカー

58本である。同様にB2型においても標本数が影響して

いる。以上の結果から推定できることは，林齢（少なく

γ鐸翠･企郡守貯… …Q叩早も｡◆唾Pq－.今，ﾏ9－…ぬ一△今
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表－5母出率の有意性の検定 ･に大きな影響を受けると考えられている。しかし統計的

データー分析以外の面から承ても，必ずしもそれらの要

素がそれほど重大な影響を与えるとは考えられない。

39年5月の末日では，標高1,000mの所でも林木の生

長は開始されて，耐凍性はないか著しく減少したと桑ら

れ，しかもこの時期に-7.C以上という低温を受けると

いう例ば滅多に起こる現象でばないので，最も厳しい晩

霜害を受けた，フィールドにおけるマキシムの実験結果

ともいえる。しかも三岳村と開田村試験地の被害度は，

枯損率において2倍以上の差があり，このように被害度

の強弱のある試験地について回復経過を調査したもので

ある。開田村は標高で100m低く，林齢が高いにもかか

わらず被害が大きいのは，開田村全体が盆地で霜害地形

のためである。同村の造林木を象ると，二又のもの，傘

状のものなどあって霜害の常襲地帯であることがわか

る。現に40年にも軽度の東霜害を受けた事実から鍬て，

回復過程における気象条件は，三岳村とかなり異なった

ものであるといえる。

このように条件の異なる二つの試験地で，同一被害型

に属する被害木は等しい枯損率，または回復率をすると

いうことは林齢，立地気象条件等の因子が多少はその後

の回復に影響するであろうが，考えられているほど重大

な影響を与えないことを示している。A･B｡C型の被害

型のおのおのが持つ回復力の差による影響の方が大であ

るから，損害の判定，改植等に当たっては，被害木がど

の被害型に属するか判定することによって，その後の回

復状況を大体推定することが可能ではなかろうか。

なにぶんにも同一郡内において，たった二カ所の試験

地で得られる試論であるので，大方のご批判，ご機討を

お願いいただくとともに，今後とも試験を重ね確かめる

方針である。

調査期間中ご指導いただいた井上先生，ならびにいろ

いろご便宜を図っていただいた長野県治山課長，臼井係

長や係員の皆様に，この紙面をお借りして厚くお礼申し

上げます。

参考文献

1）酒井昭う日林誌1967年1月号〈49.No.1)

2）増山元三郎ぅ少数例のまとめ方1

3）同上ぅ同上

4)R.A.Fisher§研究所の為の統計的方法，遠藤。鍋

谷訳(P.83)
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ともI齢級まで)，立地条件，気象条件，被害度の強弱

に関係なく，同一被害型の母集団の枯損率，または回復

率は等しい，という仮説が設定できる。むしろ，林齢，

立地・気象条件による差より，被害型別(A型とB型等）

による差の方が大きいことがわかる。

ロ二つの母出現率の有意性の検定

前節で殺定した仮説が正しいか否か，統計的手法を用

いて検定しようというのが本節の主旨である。

一般に母集団の分散または分布型がわかっている場合

はyt－枝定を行なうことが可能である。しかしこの場合

には分散もわからないし，標本数も少ないので，直接そ

の枯損率について有意性を検定することはできない。他

の方法として，2×2分割表を用いてX2-分布により，

その独立性の検定を行なう方法もあるが，各因子となる

標本数が5以上でなければ正確な検定ができないという

制約もある。標本数が少ない上にきわめて厳密な検定を

行なう必要があるので,R.A.Fisherの直接確率計算法

による検定を用いることにした｡””

一例としてA型型について説明すると，開田村の|A1型

の枯損率は2/"，三岳村は!/,?である。

仮説Hoは,Ho;E[x/,7]=E[2/,9]

という帰無仮説をたて，有意水準α＝0.05で両者に有意

な差があるか否かを検定することによって，仮説が採択

されるか，棄却されるかを調べたのが，表－5である。

（計算過程ばすべて省略する）

各被害型の母集団における枯損率の有意性の検定結果

は，いずれも有意な差がなかったので，仮説を棄却する

理由はなかった。すなわち，同じ被害型における母集団

の枯損率は，林齢，立地・気象条件ならびに被害度の強

弱に関係なく，等しいということが，統計学的にはいえ

る。

5．考察

一般に晩網害を受けた後の造林木の回復経過は，晩霜

害を受けた時期･(耐凍性に関係)，被害度の強弱，林齢

や立地条件，被害後の気象条件等によって，以後の回復

一

壁
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◎造林事業研究発表

（指導的立場にあるものの研究発表）

林野庁業務課昭42.5.10

全国営林局の造林・種苗係長等指導的立場にあるもの

の研究発表が5月11,12の両日東京営林局会議室で開催

されたが本番はその発表集である。種苗，造林の2冊か

らなっており，種苗の部13課題，造林の部17課題が収

録されている。いずれも事業の立場から研究発表で非常

に参考になろう。（配付先営林局）

｡◆○ゆ◆･●●000◆◆◆◆4●◆◆▲◆◆◆◆4＄◆◆◆◆◆･中心◆C◆◆◆00◆｡◆心▲◆044◆04●
｡

◎林野面積統計（昭和40年1月1日現在）

農林省農林経済局統計調査部（昭42.3)B5版444P

本譜は，上記統計調査部が昭和40年に実施した林業属

地基本調査の結果をとりまとめたものである。

内容は、

I.都道府県別の総数，国営，公営，私営

Ⅱ、地区別，経済地帯別の総数，国営公営，私営

Ⅲ、各都道府県別の旧市区町村，市区町村のそれぞ

れ保有形態，利用地種別等各種の統計

一
二

◎亜高山帯の造林（中間報告）

農林省林業試験場（昭和42年3月）

拡大造林の進展にともない亜高山地帯にも大面積皆

伐，人工植栽の施業がすすめられているが，その成積は

必ずしも満足すべきものでなく，しかも昨今の労働力の

不足の問題もからんで，これらの地帯における造林技術

の再検討･と一層の研究が必要となっている。

本調査は，林業試験場が国有林野事業特別会計調査費

により標題の研究を昭和40年度から5カ年計画で現在

本，支場を通じて実施中であるが，本書はその40,41年

の2カ年の研究，結果の中間報告で，亜高山地帯の造林

事業に非常に参考となろう。以下内容の項目をあげると

1．試験研究の経過と結果の概要

（1）40年度の試験経過と結果

（2）41年度の試験纈圖と結果

2．こんごの問題点

（1）亜高山性針葉樹林の更新に関して

（2）ブナ林の更新に関して

その他試験結果の主なるものをあげると

（1）天然林における稚樹の状態（2）伐採跡地に

おける稚苗の更新（3）更新に達した稚苗の大き

さおよび樹齢（4）稚樹の地上部の形と形質につ

いて（5）八ケ岳帯状皆伐跡地の保残帯伐採に伴

う稚樹の消長（6）悪高山帯針葉樹林の物質生産

力調査（7）新潟県五味沢，苗場山亜ブナ林の跡

地更新について（8）養苗試験（9）既住造林

地の実態調査⑩甲地鰊山地域の調査(11)

八幡地域の調査など

（配付先営林局・国立林試）

◎全国林業普及指導職員体験発表大会

体験発表集

林野庁研究普及課42．2

本書は，昨41年11月18,19日の両日にわたり，全国林

業改良普及職員協議会が林野庁，および全国林業普及指

導職員体験発表大会を開催した際，日頃めぐまれない山

村にあって活躍している改良指導員の体験からにじぷで

た成果や問題点などの発表を収録したものである』

（配付先都道府県林務部課）

◎国有林材の価格形成にあたえている

外材の影響（南洋材）

林野庁調査課42年3月

国有林材の価禰膠成にあたえている外材の影響を知る

ため，41年度に林野庁が木材商工研究会に委託して南洋

材について調査した結果の報告書である。

なお39年度には米材，40年度にはソ連材を対象として

既に調査し報告されている。

内容の概要は，

1．南洋材製材エ業の発展過程

2．南洋材製材工場の経営形態

3．南洋材製材品輸出の現状

4．南洋材フローリングエ業の現状

5．南洋材製材品輸入の傾向

となっている。

（配付先営材掲）

＝
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◇全木連14回総会

体質改善推進などきめる

全木連＝全国木材組合連合会（会

長，松浦周太郎代議士）は，5月10

日東京，尾崎記念会館で第14回通常

総会を開き，政府に強力な木材産業

振興対策を鮒立することを要望する

とともに，木材業界の体質改善を推

進するために同連合会の42年度事業

計画として①一般製材業の近代化推

進②木材需給の安定対策③協業化の

推進④労働力確保対策⑤全国木材業

者大会の鮒催（10月23日大分県）な

どをきめたが，特に多くの問題を内

包している一般製材業にあってはそ

の体質改善を推進するため第2年度

を迎えた近代化計画を強力に進める

ことを重点にきめたことは，製材の

JAS認定実施を急ぐことにしたこ

とも今総会の特徴であった｡.なお全

木連の42年度収支は2,474万7千円

ときめた。

◇42年度国有林材販売で二つの通達

林野庁は5月8日付長官名で各営

林局長宛に「42年度の国有林材の販

売について」と北海道内五営林局長

宛に「北海道における製材業の企業

柵造高度化の一蝋として行なう企業

合同または工場合併等の際の国有林

材の販売について｣の通達を出した。

このうち前者の通達が前年度と特に

違っている点は①一般立木の売払い

で1件の売払代金が百万円以上で資

金の回収期間が1年以上のものにつ

いて，従来は7ヵ月以内の延納が認

められていたのを1カ月期間を延長

し8カ月以内としたこと②また延納

担保で，都道府県信用農業協同組合

連合会の支払保証手形を延納担保と

して新たに認めることとした。こと

の2点で，後者は，北海道製材業界

が進めている製材業の企業柵造高度

化推進に協力するため「道内の製材

業者が企業合同あるいはエ場合併な

どを実施した場合は，統合以前に比

べ国有林材の販売戯が下回らないよ

う措置するということである。

新建材ほかだが，このセンターの特

徴は，内･外材原木の取扱い問屋と

して東北パルプ商材部が直接参加し

ていることで，東北パルプは全国各

地に35カ所の出張所と全国主要港に

土場を持っていることから，今後の

同センターの運営如何では，他のパ

ルプ会社も木材センターに進出する

ことも考えられ，それは既存の木材

市場，木材センター間に波らん乃至

影響を及ぼすことも考えられ，その

点から注目されるものがある。

’
一

◇林業労働災害防止規程に

製材業安定規程を追加

林災協＝林業労働災害防止協会

（会長柴田栄参議）は5月11日参

議院議員会館で第3回通常総代会を

開き①安全柵牲管理資任体制の確立

②災害防止計画の撫立推進③広報活

動の促進などに重点をおいた42年度

事業をきめたが，特に現行の林業労

働災害防止規程を一部改正し，製材

業に関する「製材業安全規程」を加

えたことは今度の総代会の大きな成

果といえる。製材業の労働災害を41

年度について拳ると，1,000人当た

りの死傷率は41.6人と製造業のうち

では最も高い比率を占めている。こ

のことから林災協，全木連などの関

係団体では，昨年6月ごろから製材

作業にも「伐木造材安全規程のよう

な規程を制定し，製材等の災害防止

をはかろう」と協議を進めてきてい

た結果｢製材業労働災害安全規程案_l

がまとまり，今度の総代会に上程，

全員異論なくこの案を承任，決定し

たもので，この規程は労働大臣の認

可を受けたあと，製材業の災害防止

に適用されることになっている。

◇春の叙勲林業界は38氏

政府は4月29日，42年春の叙勲受

章者2,774名を発表した。うち磯林

省関係は173名で，うち林野庁関係

は瑞4.3名，旭5.8名，瑞5.11名，

旭6.14名，瑞6.2名の計38名で勲章

の伝達式は5月11日農林省7階講堂

で行なわれた。

日本林道協会相談役朝岡次郎三氏

は瑞4であった。

星

◇パルプ資本が木材センターに進出

パルプ各社は経営の合理化から商

材部を設け，一般建築用材部門へそ

れぞれ進出しているが，これをさら

に一歩進めて木材センターを開設す

るパルプ資本が出現，一般材界とパ

ルプ会社ではこの会社の成果に注目

している。

木材センターを開股したのは東北

パルプKKの子会社日東林業KK

で，埼玉県杉戸町に5月8日木材セ

ンターを開設したが，センターの参

加問屋は深川木場の大手筋を主体と

した8社で，扱い材は内地材,外材，

－33－
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科学技術週間と

国立林業試験場の公開

舜

坂口勝美
勺

〔林業試験場長〕

昭和35年2月26日の閣議で，科学技術週間を毎年4月

18日をふくむ1週間設けることが了解され，本年は4月

17日から23日までと定められた。これは｡科学技術に関

し，ひろく一般国民の関心と理解を深め，もってわが国

の科学技術の振興をはかるために，でき為かぎりこの期

間中に各種の科学技術に関する行事を集中的に実施し，

目的達成に資する”ことを趣旨としたものである。

林業試験場も，この週間行事の一つとして林家はもと

より広く学生，主婦等一般の方食に，4月21日に場内を

公開した。その内容は，（'）たねまきから森林伐採まで

の新しい技術，（2）木材利用の新しい技術，（3）木材の

加工，利用のエ程，をテーマとし広範にわたる展示を行

なった。

最近ばテレビを通じ，あらゆる科学や経済等の諸問題

がわかりやすく茶の間と直結するようになったが，林業

試験場へも多くの視察者，見学者があるQその目的はそ

れぞれ異なるが，たとえばその数昭和虹年度jこは2,476

名に達し，内訳は国の関係者147名，府県91名，大学

]40名，中・高等学較769名，小学校710名，団体(森

林組合，木材組合等）457名，一般123名，そして海外

17カ国から39名であった。

今春の公開日には827名の参観者をむかえたが，とく

挺多くの主婦の方合が深い関心をもたれて，このような

機会をつかまれたことは双方にとって誠に好都合であっ

た。前述の展示のほか，映画（森林・合板から家ができ

るまで・池や小川の生物）にも人気があったが，とりわ

け緑を慕う都民は樹木園をはじめ，林業相談所におけ

る，さし木，つぎ木について非常な興味をよせられた。

研究公開の原則からも，国民にひろく林業研究の理解

を求めるうえからも，年に1回気やすく場内参観の日の

あることはきわめて有意義なことと思われる。．．

今度の公開に当たっては，空中写真，電子計算器の利

用状況，林業用機械の展示などによって，林業にも新し

い技術が取り入れられて，その姿を変えつつあることを

一般の人に知ってもらおうという林業試験場の意向が報

いられてか，航測研究室では濃度分析測定機の前に大勢

の参観者がつめかけ，この機械で写真から読象取ったデ

ータを電子計算機にかけて，林分構造の解明や樹種別の

面稜，蓄積の推定が行なわれるという説明に熱心に耳を

傾けていた。（編集室）

林産展示室では，木材のもつ特性のプラス，マイナス

をわからせ,その上で,欠点をカバーするために開発され

た各種の加工材を見せるという方針のようであった。お

なじゑの合板を味じめ雄成材，ファイバーボードなど日

常生活に関わりの深いものだけに関心を娘めていた。ま

た家屋に対する白蟻の加害の激しさを知らされた人之は

チョッピリ自分の家のことが心配になり，防除のカンド

コロを示した模型を見る目つきも変わってきたようだ。

写真は難燃合板のデモンストレーションの場面で，雛

燃化されたものは黒くすすけるだけであったが，普通合

板は約5分後には天井をなめるような炎を出し盛んに燃

えはじめた。観衆は合板に対する認識を改めたようだ。

（編集寵）
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第22回総会（通常）
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i.専務通蟻徳本孝彦辞任に伴う後任の改選について

ば，在京理事会にはかって決定すること。

2．事業の拡充に伴う，本会櫛造物の一部改造につい

ては，常務理事会に図って決定すること。

以上承認可決

尋乱P』p勾一

5月25日(木)午後1時から東京都千代田区永田町1丁

同17番地，全国町村会館別館9階ホールにおいて硫催。

会員85名が出席して盛大に行なわれた。

総会ば蓑輪理事長の挨拶について第13回林業技術賞の

表彰，第13回林業技術コンテストの入賞者の表彰を終わ

って総会議事に入った。

議長庭蛎木県林務部長鈴木敏男氏を選び下記議案につ

いて審議し，それぞれ原案のとおり承認可決された。

総会終了後，ひきつづいて財団法人林業科学技術振興

所の第6回林業科学技術振興賞授賞式と受賞者の記念講

減を行ない，午後3時30分頃行事を終了した。

昭和41年度業務報告書

昭和41年度は専務理事松原茂および到難長石谷懲男の

突然の逝去など誠に思いがけない事故に遭遇したが，幸

いその都度会員および本会組織各機関ならびに関係各方

面の深いご理解と強力なご支援をうけ滞りなく諸事業を

実施することができた。

昭和41年9月2013,理事長石谷憲男が急逝したので，

定款の定めるところにしたがって，即日，専務理事徳本
◆P，

孝浄:鯉事長職務代理となったが,昭和42年3月15日の
臨時総会において，蓑輪満夫が理事長に選任された。

一

第22回総会(通常)決議公告

昭和42年5月25日開催の本会第22回総会(通常)におい

て次のとおり決議されたのぞ，会員各位に公告します。

昭和42年5月25日

社団法人日本林業技術協会

理事長蓑輪満夫

記

議案

第1号議案昭和41年度業務報告ならびに収支決算報告

の件

原案のとおり承認可決

第2号議案昭和42年度事業方針ならびに収支予算の件

原案のとおり承認可決

第3号議案昭系鯉2年度借入金の限度額に関する件

限度額6,000万円とすることを承認可決

第4号議案その他

一
画

id

昭和41年度収支決算報告書

('1損益計算書(皇繍鱗鍋韻）

金〕〔損

還元費

事業費

一般事業饗

航測事業擬

航測,検査饗

航測指導智

6,877,152円

147,986,726

（36,458,587）

(111,528,139）

69，525

107,130

－36－

1



一望!

一

二一

一 般管理費

人件費

運営費

その他の費用

支払利息

広告宣伝養

雑損失

売上値引

引当金勘定繰入

期首棚卸品

当期剰余金

合計

会費収入

事業収入

一般事業収入

航測事業収入

航測検査収入

航測指導収入

その他の収入

会館収入

受取利息

雑収・入

引当金勘定戻入

期末棚卸品

合計

〔益 金〕

63,352,354

（45,561,108）

（17,791,246）

6,367,637

（1,865,396）

（838,480）

（756,298）

（794,463）

(2,113,000)

2,542,003

17,135,596

24‘,438,123

2,483,680円

221,610,998

（48,861,266）

(172,749,732）

10,476,670

78，800

1,232,397

（258,600）

（211,150）

（356,402）

（406,245）

2,555,578

244,438,123

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一●一一ーーー一一一一ー一一一一一一一一一一｡

(2)貸借対照表（昭和42年3月31日現在）

〔借方〕

現金

普通預金

当座預金

振替貯金

定期預金

売掛金

未収入金

有価証券

敷金

棚卸品

仮払金

土地建物

什器備品

590,072円

35,276,668

236,771

331,894

222,763

5,741,452

49,228,393

923,500

1,500,000

2,555,578

1,849,013

17,765,272

9,867,498

設 術

部分林

未､経過a/c

合計

支払手形

買掛金

未払金

短期借入金

長期借入金

前受金

仮受金

退職給与引当金

価格変動準備金

貸倒引当金

退職給与積立金

設術充当資金穣立金

基本財産

通常財産

繰越剰余金

当期剰余金

合計

〔貸

＝

方〕

1,076,958

5,065,927

100,071

132,331,830

8,340,545

16,724,220

8,315,805

25,000,000

2,447,837

37，333

2,213,448

1,649,170

150,000

733,000

6,000,000

9,500,000

12,535,3“

9,216,128

12,333,404

17,135,596

132,331,830

一一一4■■■一一一ー一一一一ーーーー一一一一一一一一一一－－－－一一一一.■■■一一ー一一一一●ー

(3)財産目録（昭和42年3月31.日現在）

資 産

現金

普通預金

当座預金

振替貯金

定期預金

売掛金

未収入金

有価証券

数金

棚卸品

仮払金

土地・建物

什器備品

設備

部分林

未経過a/c

合計

590,072円

35,276,668

236,771

331,894

222,763

5,741,452

49,228,393

923,500

1,500,000

2,555,578

1,849,013

17,765,272

9,867,498

1,076,958

5,065,927

100,071

132,331,830

－37－



このような時において，われわれ林業技術関係者は，

林業の当面している現状とその問題点を解明しつつ，こ

んごの林業の発展の可能性を高めるために，林業技術の

改善はもとより経営理念の確立をめざして，組織の総合

的な機能を結集して，一層強力な活動を展開しなければ

ならない。

したがって，昭和41年度においてもすでに従前にひき

つづき，林業技術の改善，実用技術の開発，およびこれ

らの普及への努力はもとより省力林業に関する研究等の

活動ならびに海外の林業技術に関する情報の吸収につい

ても着手してきたところであるが，本年度はさらに一層

の努力をつづけることとする。

また本年度は，これらと併行して定款に定ある目的

と，それを達成するために必要な諸事業を，本協会の性

格にふさわしい立場で実施することを旨とし，会員の増

加対策をはじめ，支部活動の活発化を期待して，組織の

強化とその機能の発揮につとめるが，その具体的方策の

一端として，昭和42年度には本会会員名簿を作製する。

一方，森林航測関係においても，とくに本協会の性格

からみて空中写真複製技術の向上と，航測検査業務の充

実をはかり併せて航測業務の関連研究と，その研修にも

絡別の努力を傾注し関連業務の一層の効率的活用を促進

するものとする。

これらのため，事務局の機構等についても改善と能率

化への工夫を加える考えである。

以上のような基本方針にもとづいた事業計画の収支予

算案の規模を2億6千万円とし，昭和42年度の予算を別

紙のとおり策定する。

負 債

支払手形

賀掛金

未払金

短期借入金

長期借入金

前受金

仮受金

小計

正味資産

合計

8,340,545

16,724,220

8,315,805

25,000,000

2,447,837

37，333

2,213,“8

63,079,188

69,252,642

132,331,830

●

一
一(4)剰余金処分

1．繰越剰余金

1．当期剰余金

12,333,404円

Ⅳ,135,596

29,469,000計

これを処分すること下記の通り

1．設備拡充積立金

1．後期繰越剰余金

20,500,000

8,969,000

29,469,000ｌ
暑
一
、

昭和42年5月25日

東京都千代田区六番町7稀地

社団法人日本林業技術協会

理事長蓑輪満夫
一一一一一一一一一一一一一一▲一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一■■■■一

上記社団法人日本林業技術協会の昭和41年度業務報

告，収支決算報告（損益計算懲，貸借対照表，財産目

録）について監査の結果，すべて適法かつ正確であるこ

とを認めます。

一
造

昭和42年度予算
両

1．収入の部

監事今道力

監事箆正二

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一I■■ー一一一一一

会 費収入

研究指導収入

航測検査収入

出版収入

広告収入

映画収入

物品販売収入

撮影収入

測量収入

森林調査収入

8,500,000円

2,860,000

13,675,000

16,755,000

1,380,000

7,543,000

19,433,000

2,800,000

65,865,000

17,600ぅ000

昭和42年度事業方針

わが国の林業は，先年制定された林業基本法を中心と

して，新しい転機に立ち斑銅を乗り切ろうとしている

が，その将来の発展性については，幾多の問題をはらん

でおり，早急に適切な対策が望まれている。

－38－



映画

物品

撮

測

森林

作

写

航測

人

運

財

予

合

製作費

製作饗

影費

逓饗

調査擬

図饗

真費

共通饗

件磯

営擬

産饗

備金

計

6,737,000

14,425,000

2,000,000

45,500,000

4,200,000

1,700,000

29,860,000

4,100,000

73,070,000

16,947T000

30,701,000

3‘425,000

259.101,000

作図収入

写真収入

その他の収入

設備払充資金積立金借入

合計

2,000,000

70,000,000

690,000

30,000,000

259,101,000

2．支出の部

還元費

研究指導謎

航測検査費

出版費

広告募集蕊

10,275,000円

3,280,000

800,000

11,047,000

1.034,000
＝

､-,1_四一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一｡四一一一-一一一一一－一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

第 13回林業技術賞

5月12日審査会を開催し，9名の候械者のうちから，下記のとおり決定し，表彰式は5月25日本会第22回総会の席

上で行なわれた。

吉永敏一（佐賀県東松浦郡七山村林業係長）「林木育種の普及指導」

稿本平一礪岡県林業試験場研究員）「フサアカシア餅の病害防除技術の確立」

若尾毅一（徳島県農林部林政課）「製材鋸目立技術の研究及び普及指導」

一ﾛ,一二ﾛﾛ-■■-－ﾛD－－－－－一一一一一一一一一一一一一一一一一4■■－－－－－－－1■■一一一一一ー一一一一一一ー一一一一

第 13回林業技術コンテスト
守
《

5月24日午前9時から東京営林局会議室で12名の参加者を得て開催。同日発表終了後審査を行ない下記の入選者を

選んだ。なお表彰式は，第22回総会(通常)の席上で行なわれた。

○林野庁長官賞

飯島源太郎（東京局，高萩営糾鍔，上台苗畑事業所主任）「上台苗畑における省力経営の一例」

今井三郎，和合衛（長野局，野尻営林署，阿寺製品事業所）「複式集材装置について」

○日本林業技術協会賞

川久保福実（高知局，小川営林署，寺川事業所主任）「急峻地帯におけ為チニンコンペア一応用による蔽込承に

ついて」

構本慶満（帯広局，陸別営林署，大与地造林事業所）「トドマツ，エゾマツの『ポット』造林について」

大橋健治（前橋局，中之条営林署，担当区主任）「スギ耕うん植栽による成長と保育作業との関連」

ー一一~_一一~~_－■一一一一一一－一一一一一一一－一一一一一一ーーーーー■■■1■■q■■ー－1■■ー一一一一一一一－一一一一一一一一一一一一一
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日 本林業技術協 員 名簿
今
云

舎
奉 (昭和42年度）

発行についてのお知らせ

○本誌5月号（36ページ）で，会員名簿を発行するに当たり，頒価200円で予約募集を行なうこと

をお知らせいたしましたが，本会会員には無償でお配りすることにいたしましたので，前号の予

約募集は取り消しいたします。

○会員以外の方へは頒価200円（送料共）といたします。

○名簿は，昭和42年7月15日現在の会員について記載いたします。発行は本年8月の見込象でござ

います。

《
一

ingIBMIbQ8UblIquIBbOIQMhnI9MI咄QM1咄I88曲､11M伽qI1M抑U48MFhlI川gjUU1011jhUjU捌伽RlIll”819M川01W雌川nlnMN11IIMI0QlUMD11jlMUbIIQ1l11I9MRMIMI10IIMI

鯵編集室から‘ん鷺悪霊篭諒難
で漢詩にでも使われている言葉かと思い，広辞林や百科

辞典（古いもの）を調べて承ましたが出ておりません。

案外，映画のシナリオライターかだれかが作った新語か

なと思ったり，ガクのない私には来歴はわかりませんが

とにかくなんとなく感じの出る言葉だと思うのです。

意味は読んで字の如しでしょうが，春にもいろいろあ

ります。

花の季節もすぎ，新緑も日，一日と濃さをまして，や

がて夏を迎えようとするころの短い時期，子供のころの

私は，学校から帰るとカバンを放り出して，外へとび出

し，まだいくぶん冷たさの残る外気にうすく汗ばんだは

だをなぶらせてかけまわり，日の暮れる童で遊びほうけ

たものでした。

幾分日がのびたとはいえ，夕闇のとばりの下りるのは

早く，まだ遊びが佳境に入らないうちに中断されてしま

い，一日が過ぎてしまうのがあまりにも早いことにいら

だちを感じながら，ぽう－つと薄闇ににじむ友の影と別

れのことばを交わして，家路につく時のあの気持，何と

もいえない，もどかしさ，いらだたしさ，私にとって惜

春という言葉で言い表わすに，これほどぴったりした感

情を抱いたことは他の時にはなかったように思います。

季節を惜しむ意味のほかに人生のある時期を惜しむ場合

もあるのでしょうが，私ほぼんやりと過してしまったよ

うです。季節は何度もめぐって来ますが，こちらの方は

二度とくり返えしはきかないのに．…･･･

夏というには少し日が浅いかなと思われる昨今の気候

ですが，春を惜承送るというには少し遅いようです。私

の年頃ももうそんなころだなと思うと，仕事にか室けて

ということを口実に何もしないで過ごして来た数年が惜

まれてまいります。「少年老いやすく……」と漢詩を習

い，職されたのは中学生の頃でしたが，若いということ
●●

のよさを本当にわかるようになるのはやはり「老い？」

てからなのでしょうか。

第22回通常総会その他の関連行事は会員の皆様方の熱

心なご支援をいただいて紳嘩終了いたしましたが，その

折の支部幹事会でいろいろ会務運営に関し，ご意見，ご

忠告をいただいた中で，「林業技術」の編集についても，

ある幹事さんから内容は結総だが，それを読も･うという

気にさせるような紙面の瀧成を考えて欲しいというご意
見をいただきました。慣れてし蓑うと何とも思わなくな

ってしまうということでは会誌の編集者として少を恥し

いことだと反省しております。せいぜい若さを保ってよ

い会誌を皆様におとどけするよう努力をいたします。

（八木沢）

《
、

L

昭和42年6月10日発行

・林業技術第303号

編集発行人蓑輪満夫

印刷所大日本印刷株式会社

発行所 社団法人日本林業技術協会

東京都千代田区六番町七番地
電話（261）5281(代)～5

（握讐班京60448")
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空中写真複製申込み方法および複製単価の改訂について
■辿睡■国逝■■■■鑓■国■■8■■邑司萌白■舞■■■■■＝■■■■■画■■■可■■館田頭碗＝■■ロエ宙■■＝五唾超■画亜■■コエ■幸■画■四四■画図田回蒔■亜回■麺■■■睡

1．空中写真複製申込みの手続

林野庁および都道府県（森林計画樹立事業）で撮影し

た空中写真の複製申込承はすべて「日本林業技術濁会」

あてに申込むことになっていましたが，昭和42年4月1

日から次のように改訂されました。

○林野庁に所属する行政機関の場合

林野庁，営林局，営林署，林業試験場，林木育種場，

林業識習所等の機関の長賦，林野庁と日本林業技術協

会が締結した基本契約に基づいて，直接，日本林業技

術協会に「複製作業指示書」（第1表）を交付して作

業を指示することになりました。

○林野庁関係以外の機関の複製申込みの場合

林野庁に所属しない官公庁，都迩荷県，学校，会

社，個人の複製申込雷は，「林野庁指導部計画課長」

あてに直接申し込むことになりました。（第2表）

2．複製写真の単価

昭和42年度の空中写真の複製単価は次表のとおり改訂

されました。荷造り，送料は含まれてい童せん。実費を

申受けます。

第1表

複製作業指示書No.

昭和年月日

日本林篭技術協会

理事長蓑輪満夫殿

作業指示者支出負担行為担当官（含分任官）

昭和42年4月1日付げで，林野庁長官と賀協会と契約に係る

空中写真裡製作業の委託に関する離本契約書第4条の規定に錐

づいて，別紙内容による複製作業を描示するので，当該作業を

実施のうえ，納入期限重でに納付されたい。

なおこれに必要なネガフィルム等については貨付するから受

領のうえは，物品借用書を提出されたい。

別紙

盤理
番号

納入およ
び報酬支
払場所

の

’

’

’

写真の明細
納入
期限山番

号
コース

番号 鶉|孜数

｜’

｜｜’’

■■■■

備考

複製写真単価表

複製成果万爾畷詔 備考
密蒲写真（その'）’ 100円I(')
密着写真（その2） ’ 115

ポジフィルム(その1）’480

ポジフィルム(その2）’515

引仲写真（その1）

引仲写真（その2）

3倍引仲写真

4倍引仲写真

4.5倍引伸写真

5倍引伸写真

判読資料用部分伸写虞

縮小標定図

340

4951
5

1,4101

1,685

'1,850
12,'00
1130
1’'5

｜

｜
’

(その1)は空中写真

のネガがロールのま

まの状態にあるもの

を使用して複製する、
もので撮影計画機関

の当年度撮影地区の

染に適用。

(その2)は｣二記のネ

ガが1枚ごとに切断

され編集済の状態に

あるものを使用して

複製した場合。

(2)

クロスの複製ほ全廃

しました。

第2表

空中写真複製申込書

下記のとおり空中写真の複製を申し込象主す。

昭和年 月日

1

2

3

4

5

申込者住所

氏名

TEL

林野庁指導部計画課長殿

認

|目的お聖び利用方法
撮驫麺区指定番号 ’
|写真の種類および枚数
廠布希望年月日 ’
主管課名および担当者氏名

明細 鴎t
画

⑳

種類’
地区
指定番号 |=-ｽ番号|写真譲号|枚数
｜’｜’
｜’｜’

｜’｜’
注1．写真の明細が不明の溺合は，写其を必要とする区域を明

示した5万分の1地形図を添付すること。

2．写真枚数が多い場合は，明細醤を別紙として添付するこ
と。

3．都道府県の擬影にかるる成果の複製を希望するときは，

復製申込書に当該道都府県発行の複製承諾書を添付･するこ
と。



二
一

サット(Satto)切れる <切断力・つかむ力が従来品の2－3倍になりました｡〉
PAT 498625

サット（

重

太

i､(Satto)クリ

重量2809r

太さ165mm

（6.5吋）

鉄線鋏￥91

ツノ、一

ニ

ー

新型倍力 0

恥

…

鍔M

蕊 弓罰一犀壽
一
一
一

華
誌
三 圃

一
一

一
一

一
一 画

■
i

毒罰喜 6

一

ｒ
錠

噛
合
印

０
９

電
弛
』

‐
ゆ

よ
’電
訟

‐
” ﾄ゙合

グ



←ヨーー認苓一司浮一竜“一-マユ手司ニーニヨユ一一一一垂…一一一一一司二一一~～ユマ

林業技術事例集一伐木,集運材編一

B5判850円（〒実費）

林野庁監修。日林協編

造林投資の考え方

－特に国有林を中心として
雲

林野庁業務課

山内健雄著

日本林業技術協会発行

A5判250ページ定価1,200円

日本林業技術協会

東京都千代田区六番町7

振替東京60448
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日本林業技術協会

皆様のご入会をお待ちしております

本協会の目的等は次のとおりでありますので，ご理解の上，種々 ご協

力賜りますようおねがい申し上げます。

目的：本会は林業技術に関係あるものの職能団体として，林業に関する科学技術の発達普

及及び宣伝を図り，併わせて林業技術の面から産業の振興と文化の向上に寄与する

ことを目的とし，設立以来46年の歴史ある会団です。

一

会員：本会は林業技術者または林業技術に対し理解を持ち，本会の趣旨に賛同協力する会

員を現在15,000名擁しています。

本会は次の事業を行なっています。

1．科学技術に立脚する林業政策の考究及び推進

2．林業技術の改良及び発達に必要な事業

3．林業の普及及び宣伝に関する事業

4．林業に関する調査研究及びその受託

5．航空写真の林業への応用に関する研究及びその指導普及

6．航空写真の撮影。設計及び航空写真による測量・森林調査等の受託

7．講習会の開催及び印刷物の刊行

8．科学技術関係諸団体との連絡の下に広く産業振興に対する協力

9．林業技術者の相互親善に必要な事業

10．その他本会の目的を達成するため必要な事業

タ 戸
、

日本林業技術協会

理事長簔輪満夫

東京都千代田区六番町七

電話（261）5281（代表)～5振替／東京60448番

社団法人
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4機種そろって《防振ハンドル〉
PL-4型は、《超軽量》しかも《防振》・

疲労を覚えず、あなたの健康は守られます。
片手で枝払いができる超軽量米国レミントン製PL-4型
本機重量5.4kg(1"440匁）日輪童蹉鰯

■強力60唖努ド気垂
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かんたんに伐採できます.′

新製品《マイクロビット＞は、伐採

量をより多くするため(二、特に品質

やデザインを研究してつくりあげた

かってない高性能ソーチェーンです。

切れ味は抜群、手入れも簡単。疲れ

をほとんど知らずにグングン仕事が

はかどります。《マイクロビット＞

のチーズを切るようなすばらしい切

れ味を、ぜひお罐かめください。

＊お求めはお近くの販売店でどうぞ。
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新発売.／
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面積測定用

謝 日林協式点格子板
実用的な面積測定器具轡フイルムベースで取扱い,．持ち運びが簡単です。

（特長）プラニメーター法に比べて時間が1/5～1/8に短縮されッしかも精度は全然変わりま鳥せん。

（性能）透明なフイルムベース（無伸縮）上に点を所要間隔で配列し格子線で区画されています。

（使用法）図而の上に測定板をのせて図面のなかにおちた点を数えて係数を乗ずるだけで面積が求め

られます。

(濯蕊と価格)S-II型（点間隔2mm大きさ20cm×20cm)800円

S－IⅡ型("2mm''12cm×8cm)270円

L-II型("10nm"20cm×20cm)800円

M－I型("5mm"40cm×40cm)2,000円

M-II"(''5mm"20cm×20cn')800円
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’測量が簡単にできる
獄空中写 真

ア
リ調呈 板イハ

プレー
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-ー一一一ーー一

ノ、

57cm

､‘ノ

－→点格子（ドット）

1区画100点

（縮尺1/5000で
1点=0.011,a)

■■■

第全一
3

～一

三郷線
／万（写真基線と重ねる線）
－＞スケール

－－－＞透明なポリエステルベール
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l

46cm －－i
O

1

1

一こんな測量はアミ・テンプレートで一

○森林計画お･よび経営計画編成における小班区画の測量

○国有林収櫻調交周囲測品

○現地作業が困難な崩壊地の測最

一こんなに便利一

○従来のアランデル板と点格子板の機能を同時にもち、測

量と同時に実測図と面穣が求められる。

○マイラーに比べて非常に透明度が高く測埜がしやすい。

○必要な縮尺の実測図を簡単に作られる。

I
’

一価格一 一枚850円

元社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町7

電話（261）5281振替東京60448"
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社
業所東京

大阪
秋田

福岡
岡山

札幌

名古屋
代理店

TEL(津山代表)7251～3
TEL(851)5537

TEL大阪(341)0141
TEL秋田(2)･782:
TEL福岡(77)0371

TEL岡山(23)182(
TEL札幌(24)5385
TEL室古屋(871)285

本
営

岡山県津山市高尾590のl

千代田区神田佐久間町3の33

（三井田ビル）
大阪市北区末広町14番地新扇橋ピル

秋田市中通り6丁目7福祉センタービル4階
福岡市大名1丁目1番3号石井ピル

岡山市磨屋町9番18号(岡山農業会館）
札幌市北4条西5丁目一イビ･ル

名古屋市瑞穂区堀田通り6のIO平塚ビル2階
全国有名建材店

営業品目一

原盤エ郷防止
隣植生帯工

iハリシバタイエ 造園緑化
一二◇●■ｰ令一一●

537

41)0147

2）･7823
｢7）0375
13)1820
5385

71)2851

大阪（34
秋田（2
福岡（7
岡山（2：
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一→一

○デンロメー タド － （日林協狽’l樹器）
IIIW格22.500I'1(〒込）

第
三
○
三
号

用
Ｉ
Ⅱ
Ⅷ
Ⅳ
Ｖ

一

．垂

ha当1)の林分胸高断面積測定

水平灘離測定

形式

商サ125”】

".15mm

長ザ106mm

概要

この測樹器:ま従来の休分胸商断lili賊測定〃法のⅨ1'1'1測

並、鯲木調在を必要とせず、ただiliに|;ｲ《分内”数カ所で、

その周囲360.の立木をながめ、本器の特徴である。

プリズムにはまった立木を数え、その平均値に断Im砿定

難を掛げるだけで、その休分の1ha当I)のllm商断lili磯介

計が計算されます

機能

プリズムを')ぞくどけで林分胸,WilWi而械測定、水､lz距

離測定、鮒間測定、傾斜ﾉｩillﾘ定が伽.iliにできます。

磁禰で方位角のillﾘ定もできます

･71)ズム鋤純賊

K=4JI:齢林以kの人工林、犬然林、水w贈脚l11だ、撚

商測定

K==2幼齢林、聯炭林、棚商測定

（水平距離縦走胴標板付）

樹高測定

傾斜角測定

方位角測定
１
１

鰯
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門
送
料
六
円
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日本林業技術協会
（振巷・東京60448番）

東京都千代田区六番町7
電話（261局）5281（代表）～5
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